
おいしい水と、うまい空気で、人とお米が育つまち  
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【決定！第23回東川賞】 
【第三小が国際教育推進プランで全国先駆け】 
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6月15日（金）～24日（日） 
運動の重点 
◎観光・行楽に伴うスピードの出し過ぎ防止 

◎高齢者の交通事故防止 

◎後部座席を含むシートベルトとチャイルドシート 
　の正しい着用の徹底 

東川町、東川町交通安全協会 
東川・東川西・志比内駐在所 

運動の期間 

通年展
開 

対向車や
歩行者

に早く気
付いても

らう 
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第1回東川大写真展入選作品から 

「お水あげなくちゃ」 
山内ひろこさん撮影 

CONTENTS
第23回東川賞決定！ 
○特別賞に旭川から初めての受賞者 
 
第三小が国際教育推進プランで全国先駆け 
 
まち・タウン 
○神饌田で御田植祭 
○春の火災予防運動 
○メディカルプロダクツ㈱、来年度まず配送センター完成へ 
○新堀さんが瑞宝単光章受章 
○中山間地域等直接支払い制度　　ほか 
 
新 今、生き生きと① 
○アートクラフトバウ工房　主宰　大門　巌 
 
町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」 
○桜の木の植樹から学ぶ 
◇俳句・短歌 
◇新刊・ビデオ案内 
 
新 Dr.中田の「健康にばんざい」 
○こわ～い〝メタボ〟の正体と防ぎ方① 
 
大雪山の素顔 
○天からの贈り物…ヌタプカウシペ店主　春菜秀則 
 
ペチャクチャカナダ人 
○「父の日」…英語指導助手（AET）アシュリー・ペトゥルッチ 
○エイゴのマナビカタ 
　第38回「もう少しゆっくり話してもらえませんか」 
　英語学習指導員　宮地晶子 
 
町の風　雑記抄 
○点・線・面（その2）線…前中央分館長　尾池隆男 
 
住民税が変わります 
○平成19年から税源移譲 
 
くらし・ネットワーク 
○町からのお知らせ 
○保健・福祉 
　年金の受け取り変わります 
○教育委員会から 
　マイプラン・マイスタディ講座 
○その他 
 
保健だより 
○野菜料理でダイエット 
 
新おいしい手料理 
○「豆腐の豚肉巻き」　食べて健康・豆知識 
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６
月
、
国
際
教
育
推
進
協
を
立

６
月
、
国
際
教
育
推
進
協
を
立

ち
上
げ

ち
上
げ 

              
　
中
核
校
を
中
心
に
、
地
域
で
国
際

教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。
本
町
で
は
、

第
三
小
を
中
核
に
幼
児
セ
ン
タ
ー
、

小
、
中
、
高
校
を
合
わ
せ
て
、
町
内

す
べ
て
の
公
共
教
育
機
関
が
足
並
み

を
そ
ろ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
プ
ラ
ン

で
国
際
化
教
育
に
取
り
組
む
予
定
で

す
。 

　
英
語
活
動
だ
け
で
な
く
、
郷
土
の

学
習
、
異
文
化
を
知
る
学
習
も
取
り

入
れ
ま
す
。
海
外
の
人
た
ち
と
の
交

流
も
進
め
、
国
際
性
を
身
に
つ
け
て

も
ら
う
狙
い
で
す
。 

　
町
は
、
か
ね
て
カ
ナ
ダ
・
キ
ャ
ン

モ
ア
町
と
姉
妹
交
流
し
て
い
ま
す
。

ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
と
民
間
ベ
ー
ス
の 

              

　
文
部
科
学
省
が
小
学
校
を
中
核
と

す
る
プ
ラ
ン
の
地
域
選
定
を
２
カ
年

で
進
め
て
き
ま
し
た
（
大
学
を
中
核

校
に
選
定
す
る
別
プ
ラ
ン
も
あ
り
ま

す
）。 

　
今
年
は
、
山
形
県
新
庄
市
と
と
も

に
全
国
２
地
域
。
道
内
唯
一
の
選
定

で
す
。
い
ず
れ
も
３
カ
年
の
取
り
組

み
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
昨
年
度
は
湘
南
台
小
な
ど
（
神
奈

川
県
藤
沢
市
）、
針
小
な
ど（
新
潟
県

上
越
市
）、
津
市
立
栗
真
小
な
ど（
三

重
県
津
市
）、
上
野
小
な
ど（
大
阪
府

豊
中
市
）
の
全
国
４
地
域
が
選
定
を

受
け
、
す
で
に
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。 

              

文
化
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
第
三
小
で
は
、
３
年
生
以

上
の
児
童
を
対
象
に
、
平
成
16
年
か

ら
総
合
学
習
に
英
語
活
動
を
取
り
入

れ
て
子
供
た
ち
に
国
際
的
な
視
野
を 

育
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
英
語
指
導
助
手
の
ア
シ
ュ
リ
ー
・

ペ
ト
ゥ
ル
ッ
チ
さ
ん
と
一
緒
に
英
会

話
で
外
国
文
化
を
学
ん
だ
り
、
英
語

劇
に
挑
戦
も
し
ま
し
た
。
旭
川
医
大

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
研
修
生
と
の
交
流

も
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
総
合
的
に

評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

 

６
月
、
国
際
教
育
推
進
協
を
立

ち
上
げ 

 

　
町
で
は
６
月
に
も
東
川
国
際
教
育

推
進
協
議
会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ

ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、
道
教
育
大

旭
川
校
、
北
大
、
旭
川
医
大
か
ら
専

門
家
も
加
わ
る
予
定
。
特
色
あ
る
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ま
と
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。 

　
渡
辺
校
長
は
「
英
語
中
心
の
活
動

か
ら
、
も
っ
と
国
際
理
解
を
深
め
る

幅
広
い
活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

国
際
性
豊
か
な
子
供
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。
近
く
の
農
場
に
は
中
国
か

ら
の
研
修
生
も
い
て
、
子
供
た
ち
と

の
交
流
も
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
も

っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。 

 

国
際
人
を
育
て
よ
う
！ 

第
三
小
が
国
際
教
育
推
進
プ
ラ
ン
で 

全
国
先
駆
け 

国
際
人
を
育
て
よ
う
！ 

第
三
小
が
国
際
教
育
推
進
プ
ラ
ン
で 

全
国
先
駆
け 

　
町
立
東
川
第
三
小
（
渡
辺
輝
男
校
長
、
児
童
17
人
）
が
文
部
科
学
省
の
「
国
際
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」 

地
域
中
核
校
に
決
ま
り
ま
し
た
。
国
際
感
覚
豊
か
な
子
供
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
今
後
独
自
の
学
習
プ 

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。
併
せ
て
町
内
の
幼
、
小
、
中
、
高
校
で
も
並
行
し
て
国 

際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
。
近
く
そ
の
学
習
内
容
の
検
討
も
始
め
ま
す
。
子
供
た
ち
の
豊
か
な 

国
際
感
覚
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。 

　
町
立
東
川
第
三
小
（
渡
辺
輝
男
校
長
、
児
童
17
人
）
が
文
部
科
学
省
の
「
国
際
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」 

地
域
中
核
校
に
決
ま
り
ま
し
た
。
国
際
感
覚
豊
か
な
子
供
た
ち
を
育
て
る
た
め
、
今
後
独
自
の
学
習
プ 

ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。
併
せ
て
町
内
の
幼
、
小
、
中
、
高
校
で
も
並
行
し
て
国 

際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー
ト
。
近
く
そ
の
学
習
内
容
の
検
討
も
始
め
ま
す
。
子
供
た
ち
の
豊
か
な 

国
際
感
覚
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。 

アシュリーさんと会話しながら英語活動 
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ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　
が
お
孫
さ
ん
と
一
緒

　
　
　
　
　
　
に
参
加
、
な
ど
と
い

　
　
　
　
　
　
う
家
族
連
れ
の
姿
が

　
　
　
　
　
　
目
立
ち
ま
し
た
。
首

　
　
　
　
　
　
都
圏
な
ど
各
地
か
ら

　
　
　
　
　
　
地
元
に
帰
省
し
た
家

　
　
　
　
　
　
族
の
ミ
ニ
ド
ラ
イ
ブ

　
　
　
　
　
　
に
も
ぴ
っ
た
り
だ
っ

　
　
　
　
　
　
た
よ
う
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー

　
　
　
　
　
　
ル
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ 

    

広
場
」
で
試
食
会
を
開
き
ま
し
た
。 

　
松
岡
町
長
、
浜
辺
町
議
会
議
長
ら

約
30
人
が
試
食
し
ま
し
た
。
う
ど
ん

は
米
粉
１
０
０
％
、
ラ
ー
メ
ン
は
米

粉
70
％
、
小
麦
粉
30 
％
と
い
う
配
合

割
合
。
ぶ
っ
掛
け
風
、
中
華
付
け
麺

風
で
試
食
し
「
う
ど
ん
は
も
ち
も
ち

感
が
い
い
」
「
ラ
ー
メ
ン
も
コ
シ
が

出
て
い
る
」
と
い
ず
れ
も
好
評
。 

　
米
粉
を
使
っ
た
商
品
開
発
は
、
４
、

５
年
前
、
町
商
工
会
か
ら
提
案
が
あ

っ
た
と
い
い
ま
す
。
同
社
で
は
な
か 

 

  

　
東
川
町
内
を
満
喫
・ 

満
足
ド
ラ
イ
ブ
。
今
年 

で
3
回
目
の
「
２
０
０ 

７
ひ
が
し
か
わ
み
ち
く 

さ
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」 

が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー 

ク
中
、
５
月
３
〜
５
日 

の
3
日
間
、
町
内
で
繰 

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
好
天
に
恵
ま
れ
、
延 

べ
８
１
４
人
が
参
加
し 

ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ 

    

　
旭
川
製
麺
㈱
（
尾
崎
良
一
代
表
取

締
役
社
長
）
が
米
か
ら
う
ど
ん
、
ラ

ー
メ
ン
を
開
発
。
5
月
15
日
、
造
形

美
術
㈱
（
西
町
２
）
の
「
四
苦
八
苦 

た
道
の
駅
・
道
草
館
で
町
内
ド
ラ
イ 

ブ
マ
ッ
プ
と
お
得
な
割
引
パ
ス
ポ
ー

ト
を
受
け
取
り
、「
く
う
１
」「
く
う
２
」

「
み
る
」「
ハ
マ
る
」
の
４
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
町
内
の
飲
食
店
、
ク
ラ
フ

ト
店
、
温
泉
、
家
具
店
な
ど
34
カ
所

を
気
ま
ま
に
〝
よ
ー
い
、
ド
ン
〞
。 

　
「
去
年
も
来
て
楽
し
か
っ
た
の
で

ま
た
来
ま
し
た
」
「
普
段
知
ら
な
い

と
こ
ろ
を
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
た
」　

と
大
満
足
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。 

    

な
か
固
ま
ら
な
い
た
め
製
品
化
に
苦

労
を
重
ね
、
今
年
3
月
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
食
品
フ
ェ
ア
２
０
０
７
（
旭
川
）

で
お
披
露
目
。
今
回
は
町
内
初
め
て

の
登
場
で
す
。 

　
尾
崎
社
長
は
「
東
川
の
企
業
な
の

で
東
川
か
ら
発
信
し
た
い
。
町
内
の

レ
ス
ト
ラ
ン
、
学
校
給
食
で
も
使
っ 

て
も
ら
え
れ
ば
…
」
と
期
待
を
か
け

て
い
ま
す
。 

  

　
５
月
８
日
、
東
２
号
北
１
、
三
田

与
志
男
さ
ん（
89
）の
神
饌
田
で
、
恒

例
の
「
御
田
植
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
伝
統
の
儀
式
に
の
っ
と
り
、
早

乙
女
が
早
苗
を
手
植
え
し
ま
し
た
。 

　
北
海
道
神
宮
の
神
前
に
奉
納
す
る

神
饌
米
を
生
産
し
、
毎
年
10
俵
を
奉

納
し
て
い
ま
す
。
昭
和
54
年
以
来
、

今
年
は
28
年
目
に
な
り
ま
し
た
。 

　
北
海
道
神
宮
（
札
幌
）
か
ら
訪
れ

た
原
口
法
義
宮
司
ら
神
職
が
今
年
も

豊
作
を
祈
っ
て
田
を
清
め
、
五
穀
豊

穣
を
祈
っ
て
田
植
え
神
楽
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
か
す
り
の
着
物
に
す
げ
笠

姿
の
12
人
の
早
乙
女
、
烏
（
え
）
帽

子
姿
の
介
助
役
の
若
者
6
人
が
、
素

足
で
水
張
り
し
た
ば
か
り
の
水
田
に

入
っ
て
田
植
え
し
ま
し
た
。 

　
新
米
は
、
収
穫
後
に
新
穀
を
新
嘗

（
に
い
な
め
）
祭
で
神
前
に
奉
納
し
、

そ
の
後
１
年
間
供
え
ら
れ
ま
す
。 

ま
ち
・
タ
ウ
ン
 

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
好
天
で
今
年
も
大
盛
況

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
好
天
で
今
年
も
大
盛
況 

ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
好
天
で
今
年
も
大
盛
況 

今年は餅つきも登場 

米
か
ら
う
ど
ん
・
ラ
ー
メ
ン
開
発
、
試
食
会 

米
か
ら
う
ど
ん
・
ラ
ー
メ
ン
開
発
、
試
食
会 

好評だった試食会 

神
饌
田
で「
御
田
植
祭
」 

神
饌
田
で「
御
田
植
祭
」 
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６
月
、
国
際
教
育
推
進
協
を
立

６
月
、
国
際
教
育
推
進
協
を
立

ち
上
げ

ち
上
げ 

    

験
も
し
ま
し
た
。 

　
翌
21
日
に
は
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
一
緒
に
商
店
街

で
街
頭
啓
発
を
行
い
「
火
の
用
心
お

願
い
し
ま
す
」
と
元
気
な
声
で
呼
び

か
け
ま
し
た
。 

            

　
東
神
楽
町
に
移
転
し
た
新
庁
舎
で

は
、
25
日
に
「
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
」

　
　
を
開
き
ま
し
た
。
幼
児
セ
ン
タ

　
　
　
ー
の
子
ど
も
た
ち
が
ピ
カ
ピ

　
　
　
　
カ
の
真
っ
赤
な
消
防
車
や

　
　
　
　
救
急
車
に
乗
っ
た
り
、
放

　
　
　
水
体
験
を
し
て
大
喜
び
で
し

　
　
た
。 

                

　
４
月
20
日
か
ら
10
日
間
行
わ
れ
た

春
の
火
災
予
防
運
動
で
、
大
雪
消
防

組
合
東
消
防
署
（
東
神
楽
町
15
号
南

３
番
地
）
は
、
消
防
ふ
れ
あ
い
広
場
、

防
火
パ
レ
ー
ド
、
避
難
訓
練
、
消
防

ホ
ー
ス
の
放
水
体
験
な
ど
、
地
域
の

防
火
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
催
し
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
20
日
は
、
町
内
消
防
団
の
防 

火
パ
レ
ー
ド
と
第
一
、
第
二 

両
小
学
校
で
避
難
訓
練
を
行 

い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は 

訓
練
後
に
消
火
器
の
使
い
方 

や
消
防
車
の
ホ
ー
ス
で
放
水
体 

 

  

　
「
羽
衣
園
を
桜
で
い
っ
ぱ
い
に
」

と
東
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
若
林

利
夫
会
長
）
は
５
月
16
日
、
東
川
町

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
羽
衣
園
で 

           

　
５
月
14
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
横
の

体
験
農
園
で
、
同
セ
ン
タ
ー
の
幼
児

約
50
人
が
種
ま
き
を
し 

ま
し
た
。 

　
町
中
山
間
制
度
推
進 

協
議
会
（
菊
地
正
晃
会 

長
）
が
去
年
か
ら
始
め 

ま
し
た
。
小
さ
い
と
き 

か
ら
農
業
や
身
近
な
自 

然
に
親
し
ん
で
も
ら
う 

の
が
狙
い
で
す
。 

　
農
園
で
は
ト
ウ
モ
ロ 

コ
シ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、 

  

桜
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。 

　
羽
衣
園
の
庭
は
、
忠
別
川
右
岸
の

河
川
敷
と
地
続
き
で
続
い
て
い
ま
す
。

「
付
近
一
帯
を
美
し
い
桜
堤
に
」
と

い
う
の
が
会
員
の
願
い
。
毎
年
10
本

ず
つ
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
植

え
て
き
ま
し
た
。
3
年
目
の
今
年
は
、

以
前
植
え
た
苗
の
補
植
も
含
め
、
会

員
10
人
で
樹
高
約
２
㍍
の
苗
木
18
本

を
植
え
、
桜
い
っ
ぱ
い
の
堤
の
姿
を

思
い
描
い
て
い
ま
し
た
。 

    

人
参
、
大
根
な
ど
10
品
目
以
上
の
野

菜
を
作
る
予
定
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
9
月
中
旬
に
は
収
穫

　
　
　
　
　
の
予
定
で
、
手
作
り
の

　
　
　
　
　
野
菜
が
子
供
た
ち
の
給

　
　
　
　
　
食
に
い
っ
ぱ
い
出
る
こ

　
　
　
　
　
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。　 

　
　
　
　
　
「
苗
さ
ん
、
大
き
く
な

　
　
　
　
　
っ
て
ね
」
。
子
供
た
ち

　
　
　
　
　
は
み
ん
な
で
声
を
合
わ

　
　
　
　
　
せ
て
豊
作
を
願
い
ま
し

　
　
　
　
　
た
。 

ま
ち
・
タ
ウ
ン
 

大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署 
春
の
火
災
予
防
運
動
で
防
火
を
ア
ピ
ー
ル 

春
の
火
災
予
防
運
動
で
防
火
を
ア
ピ
ー
ル 

消防団防火パレード出発式（旧消防支署前） 

第一小で行われた放水体験（4月20日） 
2消防車の体験試乗に喜ぶ 
　子どもたち（4月25日） 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
羽
衣
園
で
植
樹 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
羽
衣
園
で
植
樹 

幼
児
が
畑
の
種
ま
き
初
体
験 

幼
児
が
畑
の
種
ま
き
初
体
験 
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新
工
場
の
建
設
を
明
ら 

か
に
し
て
い
た
日
本
メ
デ 

ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱ 

（
旭
川
、
山
本
倫
生
代
表 

取
締
役
社
長
）
の
東
川
工 

場
建
設
が
や
や
遅
れ
る
こ 

と
に
な
り
ま
し
た
。
５
月 

１
日
、
山
本
社
長
ら
が
役 

場
を
訪
れ
、
松
岡
市
郎
町 

長
は
じ
め
、
町
側
に
新
構 

想
を
示
し
ま
し
た
。 

　
新
た
な
計
画
は
、
平
成 

20
年
度
中
に
約
２
億
円
規
模
の
配
送
セ
ン

タ
ー
を
完
成
し
、
続
い
て
早
期
に
資
材
倉

庫
、
工
場
本
体
を
建
設
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。 

　
同
社
は
、
北
町
11 
丁
目
の
農
地
約
４
㌶

を
取
得
、
整
地
作
業
を
完
了
し
て
い
ま
す
。 

　
当
初
は
、
そ
の
後
す
ぐ
に
も
工
場
建
設

を
進
め
、
今
年
度
後
半
に
も
新
工
場
完
成
、

稼
動
開
始
予
定
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
生
産
予
定
の
医
療
手
術
用
キ

ッ
ト
製
品
（
手
術
時
に
使
用
す
る
不
織
布
、

マ
ス
ク
、
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
の
セ
ッ
ト
）
が
、 

薬
事
法
改
正
で
、
よ
り
高
度
な
滅
菌
管
理

な
ど
を
必
要
と
す
る
医
療
機
器
扱
い
と
な

り
、
厚
生
労
働
省
の
新
規
製
造
許
可
ま
で

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

  

　
新
堀
生
子
さ
ん
（
62
） 

が
平
成
19
年
度
春
の
褒 

章
で
瑞
宝
単
光
章
を
受 

章
し
ま
し
た
。
５
月
９ 

日
松
岡
町
長
に
受
章
伝 

達
の
報
告
に
来
庁
さ
れ 

ま
し
た
。 

　
東
川
町
特
別
養
護
老 

人
ホ
ー
ム
、
羽
衣
園
の 

開
園
当
初
か
ら
、
園
の 

寮
母
と
し
て
勤
め
、
以 

来
退
職
さ
れ
る
ま
で
20  

年
２
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
ご
高
齢
の
入
園
者

介
護
に
永
く
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

    

　
「
町
の
訪
問
看
護
用
車
の
買
い
替
え
の
一

助
に
」
と
５
月
３
日
、
病
気
療
養
中
の
と
こ

ろ
、
旭
川
市
内
の
病
院
で
亡
く
な
っ
た
西
７

号
北
11
、
山
田
敏
子
さ
ん
（
享
年
75
歳
）
の

香
典
返
し
と
し
て
、
夫
の
前
町
長
、
孝
夫
さ

ん
（
77
）
さ
ん
が
同
７
日
、
旭
川
市
内
に

在
住
す
る
長
男
通
孝
さ
ん
（
47
）
と
と
も
に

役
場
を
訪
れ
「
町
民
生
費
に
」
と
現
金
を
寄

付
し
ま
し
た
。 

　
町
立
診
療
所
の
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
た
敏
子
さ
ん
が
、
昨
年
11
月
、
訪
問

看
護
用
車
が
廃
車
と
な
っ
た
こ
と
を
知
り
、

生
前
か
ら
気
に
か
け
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

松
岡
町
長
に
直
接
現
金
を
手
渡
し
「
最
後
は 

  

　
　
　
　
　
入
園
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
安

　
　
　
　
心
し
て
楽
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て

　
　
　
　
も
ら
え
る
よ
う
に
、
と
園
内
行
事

　
　
　
　
を
積
極
的
に
計
画
立
案
し
た
り
、

　
　
　
　
そ
の
人
に
あ
っ
た
介
護
が
出
来
る

　
　
　
　
よ
う
気
を
配
る
活
動
ぶ
り
で
後
進

　
　
　
　
の
指
導
に
も
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し

　
　
　
　
た
。 

　
　
　
　
　
平
成
12
年
に
は
楽
な
姿
勢
で
洗

　
　
　
　
面
で
き
る
よ
う
に
、
と
各
居
室
の

　
　
　
　
洗
面
台
を
改
修
す
る
な
ど
、
園
内

　
　
　
　
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
に
貢
献
し

て
き
ま
し
た
。 

   

充
実
し
た
在
宅
介
護
で
し
た
」
と
山
田
さ
ん

は
故
敏
子
夫
人
の
生
前
を
偲
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
町
で
は
、
６
月
に
更
新
す
る
訪
問
看
護
用

公
用
車
１
台
の
購
入
費
用
の
一
部
に
あ
て
る

予
定
で
す
。 

     

　
　
　
　
　
　
　
　
同
社
は
、
当
面
本
社

　
　
　
　
　
　
　
工
場
（
旭
川
市
豊
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
の
隣
接
地
に
工
場
を
増

　
　
　
　
　
　
　
設
し
て
増
産
体
制
を
整

　
　
　
　
　
　
　
え
、
次
い
で
東
川
工
場

　
　
　
　
　
　
　
の
建
設
に
着
手
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
新
工
場
は
物
流
配
送

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
に
最
新
自
動

　
　
　
　
　
　
　
化
シ
ス
テ
ム
を
併
設
し

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
製
品
配
送
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
、
資
材
滅
菌
セ
ン

タ
ー
、
倉
庫
・
工
場
の
順
に
建
設
す
る
計

画
で
す
。 

　
山
本
社
長
は
「
現
在
滅
菌
機
の
稼
働
率

が
７
割
に
達
し
、
こ
れ
以
上
で
き
な
い
状

態
。
生
産
能
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

出
来
る
だ
け
早
く
東
川
新
工
場
を
建
設
し
、

手
術
用
キ
ッ
ト
製
品
の
生
産
ラ
イ
ン
を
す

べ
て
移
し
た
い
」
と
話
し
、
松
岡
町
長
は

「
町
民
も
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
早
期
完

成
を
改
め
て
要
請
し
ま
し
た
。 

　
山
本
社
長
は
「
工
場
部
分
だ
け
で
２
０

０
人
規
模
の
雇
用
を
考
え
て
い
る
。
出
来

る
だ
け
町
内
か
ら
雇
用
し
た
い
」
と
の
意

向
を
示
し
て
い
ま
す
。 

ま
ち
・
タ
ウ
ン
 

メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ
㈱
、
来
年
度 

ま
ず
配
送
セ
ン
タ
ー
完
成
へ 松岡町長と懇談した山本社長（中央左）ら 

松岡町長に受章報告に訪れた新堀さん（右） 

松岡町長に寄付を手渡した山田孝夫（右）、通孝さん 

新
堀
さ
ん
、
春
の
褒
章
・
瑞
宝
単
光
章
を
受
章 

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た 
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本
町
の
取
り
組
み
は
、
東
川
町
中

山
間
制
度
推
進
協
議
会
（
事
務
局
・

役
場
産
業
振
興
課
農
務
係
）
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
事
業
は
、
現
在
17
年
度
か
ら
5
年

間
の
予
定
で
再
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
概
要
と
平
成
18
年
度
の
成
果
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
詳
し
く
は
同

事
務
局
の
産
業
振
興
課
農
務
係
　
a

82
―
２
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）
ま

で
。 

▼ 
対
象
地
域 

　
地
域
振
興
５
法
地
域
で
す
。
本
町

は
該
当
し
ま
せ
ん
が
、
農
林
統
計
上

の
中
山
間
地
域
で
あ
る
た
め
、
特
認

地
域
と
し
て
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

▼ 

対
象
者
お
よ
び
集
落
の
概
要 

　
集
落
協
定
に
基
づ
き
、
5
年
以
上

継
続
し
て
農
業
生
産
活
動
等
を
行
う

農
業
者
等
で
す
。
本
町
で
は
、
全
町

を
１
つ
の
集
落
と
し
て
集
落
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。 

▼ 

対
象
農
用
地
お
よ
び
交
付
額 

　
１
０
０
分
の
１
以
上
の
傾
斜
お
よ

び
１
㌶
以
上
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
面

積
（
団
地
）
を
有
し
、
か
つ
耕
作
者

等
の
同
意
を
得
て
い
る
農
用
地
で
す
。 

   
　
中
山
間
地
域
で
は
、
傾
斜
地
が
多

い
た
め
平
坦
な
地
域
に
比
べ
農
作
物

の
生
産
条
件
が
不
利
と
な
っ
て
高
齢

化
が
進
み
、
農
業
担
い
手
の
減
少
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
よ
る
農
業
生

産
機
能
の
低
下
が
不
安
視
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
そ
の
た
め
国
は
、
平
成
12
年
度
か

ら
平
地
地
域
と
中
山
間
地
域
と
の
生

産
条
件
格
差
を
埋
め
、
農
業
生
産
を

維
持
す
る
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
農

業
者
に
直
接
交
付
金
を
支
払
う
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
交
付
金
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

10
㌃
当
た
り
交
付
単
価
は
１
０
０
分

の
１
以
上
の
緩
傾
斜
農
用
地
（
田
）

は
８
千
円
、
20
分
の
１
以
上
の
急
傾

斜
農
用
地
は
２
万
１
千
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

▼
対
象
行
為
、
事
業
実
施
内
容 

　
協
定
に
よ
る
共
同
取
り
組
み
活
動

を
通
じ
て
耕
作
放
棄
地
を
防
止
す
る

観
点
か
ら
、
管
理
運
営
費
を
除
く
交

付
金
の
全
額
を
共
同
取
り
組
み
活
動

費
お
よ
び
個
人
配
分
に
当
て
て
い
ま

す
。 

 

　
具
体
的
な
取
り
組
み
は
毎
年
集
落

で
検
討
し
、
交
付
金
の
使
い
道
も
協 

定
参
加
者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す

（
別
表
）
。 

▼ 

事
業
費
の
負
担
割
合 

　
地
域
振
興
５
法
の
指
定
地
域
は
、

国
２
分
の
１
、
道
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ

４
分
の
１
で
す
。
本
町
は
特
認
地
域

で
す
の
で
、
国
、
道
、
町
が
各
３
分

の
１
ず
つ
の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
ち
・
タ
ウ
ン
 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
の
交
付
金
事
業
の
報
告 

東川町中山間制度推進協議会（全町集落）の概要 

対象者の 

概　　要 

対象農用地 

および交付 

額の概要 

対象行為お 

よび事業実 

施の概要 

農業者 

項　目 

対象農地あり 

対象農地なし 

生産組織 

その他 

合　計 

緩傾斜農用地面積 

団地数 

交付金額 

急傾斜農用地面積 

団地数 

交付金額 

協定面積 

団地数 

交付金額 

管理運営費 

個人配分額 

共同取組活動費 

455人 

104人 

351人 

1法人 

1団体 

457人 

4,314,103㎡ 

202団地 

34,512,824円 

121,377㎡ 

6団地 

2,548,917円 

4,435,480㎡ 

208団地 

37,061,741円 

3,335千円 

14,664千円 

21,726千円 

産
業
振
興
課
農
務
係 
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決定！第23回東川賞 
特別賞に旭川から初 
めて受賞者 

　国際写真フェスティバル「東川町フ 
ォト・フェスタ２００７」のメーン事 
業として、世界で活躍している写真家 
の中から毎年選定する「第23回東川賞」 
４人の受賞者が決まりました。授賞式、 
レセプションは、７月28日町農村環境 
改善センターで行います。 

Pink Man Series 2002

「After Electric Dress B」
（具体派作家・田中敦子 
の作品「電気服」1956に 
因る）2001から 

「Dr. Phillip Sharp A」
（生物学者・フィリップ・シャープ博士 DNAの構造 
のRNAつなぎ合わせにより、1993年にノーベル賞を 
受賞）2003から Pink Man Series 2002

　海外作家賞はマニット・スリワニチプーン氏（45）が

受賞しました。受賞対象作品は「ピンク・マン」シリ

ーズ、「ブラック＆ホワイト・バンコク」「イン・ユ

ア・フェイス」など一連の作家活動。 

　国内作家賞には杉浦邦恵氏（65）。フォトグラムによ

る一連の作品制作が対象になりました。 

　新人賞は今岡昌子氏（41）。「リ・バース」、「天山

南路」が対象になりました。 

　道内関係者が対象の特別賞は、旭川から山田博之氏

　 

（34）が初めての受賞。作品「ロマンス」「残雪」シリ

ーズの一連の活動が受賞対象になりました。 

　授賞式の後、文化ギャラリーを会場に、受賞者のテ

ープカットで受賞作家作品展が開幕します（８月28日

まで）。受賞作家を囲んで、創作活動の秘話などを聞

く「ウェルカムコンサート＆ギャラリートーク」も開

きます。 

【国内作家賞】 

【海外作家賞】 
マニット・スリワニチプーン氏 
（タイ・バンコク市在住） 

1961年タイ、バンコク生まれ。 
84年シリナカリンウィロート大学視覚芸術学部卒。 
代表作「ピンク・マン」シリーズは、詩人、アーテ 
ィストである友人をモデルに、現代タイ社会に広ま 
るコンシューマリズム（大量消費社会）への批評が込 
められています。 

【特別賞】 
山田博之氏（やまだ・ひろゆき） 
（旭川市在住） 

1973年斜里郡小清水町生まれ。 
92年道立旭川西高卒。 
05年７月、旭川市内に自主経営のギャラリー「gallery ロマンス」（緑橋ビル）を開設。 
以来、自作の連続写真展「残雪」を発表している。 

【新人賞】 
今岡昌子氏（いまおか・まさこ） 
（東京都杉並区在住） 

1965年横浜市生まれ。 
99年からフリー写真家。 
紛争や自然災害に苦しむ国々、復興のために 
立ち上がる人々の営みを見つめ、近年はアジ 
ア、イスラム圏を中心に取材活動を行ってい 
ます。 

ギャラリーでは道内外の写真家たちの企画展を行って 
います。受賞作「ロマンス」「残雪」は、妻との出会い、 
旭川での日々のうつろいや生まれ故郷への旅を重ねて 
まとめたものです。 

杉浦邦恵氏（すぎうら・くにえ） 
（米国・ニューヨーク市在住） 

1942年愛知県生まれ。 
67年シカゴ・インスティテュート・
オブ・デザイン卒。Ｂ.Ｆ.Ａ.を取得。 
69年ジョージ・イーストマン・ハウ
ス展「視覚と表現・現代写真」。 
72年ホイットニー美術館「ホイッ
トニー・アニュアル」に選出。ニュー
ヨークを拠点に写真美術と写真領
域にわたる作品を制作、国内外に活
動を広げています。 

「金曜午後の祈り」カシュガル、中国 
「天山南路」（Around the Taklamakan Desert）2002から 

「ナンを焼く稼業で生計を支える女性」カブール、アフガニスタン 
「re・birth」（復活）2002から 「残雪」（Remaining Snow）2005から 「ロマンス」（Romance）2000
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る
か
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
◇ 

　
独
立
は
、
そ
れ
か
ら
4
年
後
、
35
歳
の

時
。
町
内
の
家
具
工
場
に
勤
め
て
い
た
時

代
。 

　
現
在
工
房
に
な
っ
て
い
る
土
地
、
建
物

は
、
そ
の
時
一
緒
に
働
い
て
い
た
元
家
具

職
人
（
現
在
広
島
県
在
住
）
の
自
宅
で
し

た
。
最
初
は
借
家
と
し
て
借
り
た
の
で
す
。

そ
の
と
き
賃
貸
契
約
書
も
取
り
交
わ
さ
ず

「
５
年
で
力
を
つ
け
て
独
立
し
な
さ
い
」

と
言
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

　
そ
れ
を
励
み
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
14

年
前
、
そ
の
土
地
、
建
物
を
譲
り
受
け
ま

し
た
。 

　
今
は
、
9
月
に
静
岡
県
浜
松
市
の
デ
パ

ー
ト
で
開
く
予
定
の
展
示
会
、
静
岡
県
袋

井
市
の
高
級
ホ
テ
ル
で
年
末
年
始
に
か
け

て
予
定
し
て
い
る
３
年
ぶ
り
の
特
別
展
に

向
け
て
新
作
を
制
作
中
。 

　
自
分
の
作
品
作
り
と
平
行
し
て
住
宅
用

注
文
家
具
の
制
作
も
手
が
け
て
い
ま
す
。 

　
２
年
前
、
札
幌
で
勤
て
い
た
長
男
和
真

（
か
ず
ま
）
さ
ん
（
27
）
も
戻
っ
て
来
ま

し
た
。 

　
今
年
9
月
に
は
結
婚
式
を
控
え
て
い
ま

す
。
後
継
者
も
決
ま
り
「
や
る
気
だ
け
は

あ
り
そ
う
だ
か
ら
ね
。
将
来
息
子
と
2
人

展
を
で
き
れ
ば
…
」
と
今
は
公
私
と
も
に

充
実
し
て
い
ま
す
。 

　
東
川
町
と
旭
川
大
大
学
院
磯
田
ゼ
ミ
学

生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
昨
年

か
ら
始
ま
っ
た
「
君
の
椅
子
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
そ
の
第
１
号
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採

用
に
な
っ
た
の
が
大
門
モ
デ
ル
。 

　
奇
を
て
ら
わ
ず
、
椅
子
本
来
の
機
能
と

強
度
を
確
保
し
て
あ
る
の
が
特
長
。
長
い

人
生
に
1 
脚
し
か
な
い
特
別
な
椅
子
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
座
面
が
ば
ね
仕
掛
け
の
よ
う
に

ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
持
っ
て
い
る
椅
子
も
あ

り
ま
す
。
「
ウ
ッ
ド
ス
プ
リ
ン
グ
チ
ェ
ア

ー
」
と
名
付
け
た
細
い
木
骨
組
み
の
椅
子

は
「
１
㎡
　
Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
　
ｍ
ａ
ｘ.  

展
」
（
２
０
０
４
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
タ
美

術
館
招
待
作
品
）
の
出
展
作
。 

　
カ
ッ
ト
や
組
み
合
わ
せ
を
せ
ず
に
横
木

を
細
工
し
、
一
本
の
木
に
ば
ね
機
能
を
持

た
せ
ま
し
た
。 

　
「
素
材
を
生
か
し
て
自
分
ら
し
い
技
を

織
り
込
み
た
い
。
そ
し
て
遊
び
心
。
自
分

が
作
っ
て
い
て
楽
し
い
も
の
、
使
い
た
い

と
思
う
も
の
を
作
り
続
け
た
い
」
。 

　
ク
ラ
フ
ト
作
品
に
遊
び
心
を
取
り
入
れ

た
出
発
点
は
「
木
の
座
布
団
」
。
昭
和
59

年
、
道
立
旭
川
美
術
館
オ
ー
プ
ン
の
こ
け

ら
落
と
し
展
に
出
品
し
た
作
品
で
し
た
。 

　
「
日
本
の
椅
子
の
原
点
は
座
布
団
じ
ゃ

な
い
か
」
と
考
え
ま
し
た
。 

　
布
の
座
布
団
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。
布

の
柔
ら
か
さ
、
布
の
縫
い
合
わ
せ
も
あ
り

ま
す
。
ま
る
で
そ
れ
が
布
の
座
布
団
で
あ 

大門　巖さん　　アートクラフト　バウ工房 / 西町9丁目4番1号　TEL82－2213 
【プロフィール】 54歳。留萌館内秩父別町出身。 道立旭川高等職業訓練校木工学科卒。昭和63年、東川町に移転、現在のアートクラフト　バウ工房設立。 
旭川工芸デザイン協会員。第21回技能五輪国際大会第3位（昭和43年、西ドイツ・ミュンヘン）、 旭川市新人奨励賞（同44年）、北国の手作り大賞・ 
大賞受賞（同61年）、「はこで考える・あそびの木箱展」「日本クラフト展」で朝日あそびの木箱賞受賞（平成4年）、「世界木のクラフト展　聞こえま 
すか森の声“12の樹”」群馬県知事賞（平成10年）、「北の生活デザインコンペ」工業部門銅賞受賞（同11年）、「アトリエ･ヌーボーコンペ」「工業都市 
高岡クラフトコンペ」「国際家具デザインコンペ旭川99」など入選多数。 

今
、生
き
生
き
と 

ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
　
バ
ウ
工
房
主
宰
　
大
門
　
巖
（
だ
い
も
ん
　
た
け
し
）
さ
ん 

　
日
常
家
具
か
ら
伝
統
工
芸
、

組
子
の
技
に
ヒ
ン
ト
を
得
た

よ
う
な
イ
ン
テ
リ
ア
ク
ラ
フ

ト
ま
で
、
民
家
を
改
造
し
た

常
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
は
、
ア

イ
デ
ア
と
技
の
粋
を
凝
ら
し

た
ク
ラ
フ
ト
作
品
の
数
々
が

ひ
っ
そ
り
と
息
づ
い
て
い
ま

す
。
確
か
な
加
工
技
術
と
遊

び
心
が
あ
る
か
ら
こ
そ
生
ま

れ
る
作
品
の
数
々
。
森
が
育

ん
だ
工
芸
美
の
形
が
ひ
と
つ

の
答
え
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

だいもん　たけし 

「
君
の
椅
子
」
の
第
1
号
デ
ザ
イ
ン
作
品 

ウッドスプリングチェアー 

大門ワールドの出発点となった作品「木の座布団」 

  本当に   
布がかかったように   

見える   
「布のかかった箱」 

バウ工房ギャラリー 

バウ工房 

新 
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桜
の
木
の
植
樹
か
ら
学
ぶ 

 

　
今
年
も
観
桜
会
の
時
期
が
終
わ
っ
た
。
１

年
は
早
い
も
の
だ
。
昨
年
の
観
桜
会
が
つ
い

昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。 

　
桜
の
花
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
語
り
か
け
、
教
え
て
く
れ
る
。

ピ
ン
ク
一
色
の
桜
の
花
を
見
て
美
し
い
と
感

動
す
る
人
、
元
気
が
一
層
沸
い
て
く
る
人
、

時
が
着
実
に
流
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る

人
、
桜
の
花
を
人
の
一
生
に
例
え
る
人
、
花

見
酒
で
懇
談
し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ

イ
ア
が
沸
い
て
く
る
人
、
花
見
が
縁
結
び
と

な
る
人
、
花
見
が
隣
近
所
と
の
顔
つ
な
ぎ
に

な
っ
て
い
る
人
な
ど
で
あ
る
。 

　
桜
と
言
え
ば
、
町
の
中
に
も
桜
の
名
所
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
何
カ
所
か
あ
る
。
例 

に
素
晴
ら
し
い
桜
並
木
通
り
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
こ
と
に
な
る
。
桜
の
名
所
が
ま
た
一
つ

増
え
る
。 

　
私
た
ち
は
、
よ
く
町
の
活
力
と
い
う
こ
と

ば
を
使
う
。
活
力
の
原
点
は
住
ん
で
い
る
人
、

一
人
ひ
と
り
の
力
な
の
で
あ
る
。
桜
の
植
樹

を
通
し
て
思
う
こ
と
は
、
人
々
が
力
を
合
わ

せ
て
町
づ
く
り
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、
見
事

な
名
所
に
な
る
こ
と
の
例
え
に
も
感
じ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
地
域
の
人
々
に
よ
る
自
律
し

た
活
動
は
私
た
ち
の
誇
り
で
も
あ
る
。 

　
さ
て
、
行
政
施
策
は
ど
う
し
て
も
即
効
性

の
あ
る
も
の
、
１
年
性
の
も
の
に
目
を
向
け

が
ち
で
あ
る
が
、
桜
の
木
を
育
て
る
気
持
ち

が
必
要
だ
と
感
じ
る
。
桜
は
、
次
の
世
代
の

人
々
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る

大
き
な
木
に
育
つ
こ
と
だ
ろ
う
。
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
は
、
次
世
代
に
何
を
残
す
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
行
政
は
？ 

　
農
村
の
価
値
で
あ
る
「
お
い
し
い
水
　
う

ま
い
空
気
　
豊
か
な
大
地
」
は
、
是
非
と
も

残
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

      

え
ば
東
川
神
社
、
羽
衣
公
園
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
は
、
結
婚
記
念
に
植
樹
さ
れ
た
も
の
。

大
雪
遊
水
公
園
は
東
川
出
身
会
の
植
樹
。
桜

づ
つ
み
公
園
は
開
拓
１
０
０
年
の
記
念
植
樹
、

な
ど
と
い
う
具
合
。
こ
れ
ら
名
所
は
、
そ
の

時
ど
き
を
生
き
た
人
々
が
、
そ
の
記
憶
と
し

て
桜
の
木
を
植
え
、
私
た
ち
に
伝
え
て
く
れ

て
い
る
。
そ
し
て
子
孫
に
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
も
の
だ
。
桜
の
木
は
先
祖
か
ら
贈
ら
れ

た
素
晴
ら
し
い
財
産
で
も
あ
る
。 

　
こ
の
素
晴
ら
し
い
財
産
づ
く
り
を
し
よ
う

と
、
キ
ト
ウ
シ
地
区
の
住
民
が
「
キ
ト
ウ
シ

を
桜
並
木
に
す
る
会
（
大
箭
利
明
代
表
）
」

を
設
立
、
今
年
は
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
２

５
０
本
の
桜
の
苗
木
寄
贈
を
受
け
、
道
路
沿

い
に
地
域
ぐ
る
み
で
植
樹
が
行
わ
れ
た
。
人

々
が
植
樹
を
楽
し
み
、
育
て
、
そ
し
て
子
孫 

飲
 
水
 
思
 
源
 

い
ん
す
い
し
げ
ん
 

町
長
 

松
岡

市
郎
 

俳句 
懐石の一皿にある桜かな 

初蝶の舞い終えしとき風鳴れし 

車椅子乗る人押す人花巡り 

花見舟とおくおぼろの隅田川 

新緑や生まれ来し子に無垢の椅子 

森林の黎明深かき百千鳥 

抽斗につかはぬ爪切忘れ霜 

何見えて何見えざるか五月闇 

手拍子の一つ輪になる花筵 

花見客去って桜の深呼吸 

夜桜やあやしきまでに咲き染めぬ 

 

短歌 
雪柳矯めゐて花をこぼしつつ菜の花添えて春を活けこむ 

「長生きをせねばよかった」能登の地震の被災者の叫び 

曽孫が入学するまで生きてきてランドセル姿に 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉しさ込みあぐ 

独居のまなこ閉ずれば風の音ヒョウとひびけり浅春の宵 

二世帯の階下の小さき足音は刻に追はれる曽孫の登校 

ひとりだけ横断するのに押しボタン押しかねており 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　途切るるを待つ 

春の陽を庭一ぱいに吸いこんでクロッカスの花今盛りなり 

別れ霜解けて健気にイチゴ早ランナー出して三つ葉と同居 

胸内に淡墨桜凛と咲く老いを忘れて何時までも咲け 

まどろみの春のあしたにもうひとり己れの証しに生卵のむ 

訪い来る人なき夕べ愛犬とまだ痛みいる腕と語らう 

馬鹿ばかしきことに拘る人もあるさうさうさうと 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞き流したり 

 

山　口　佐知子 

石　澤　清　宏 

澤　田　久美子 

松　山　蓉　子 

小　林　露　葉 

青　野　公　花 

宮　坂　紫　雲 

秋　山　深　雪 

杉　山ひろのり 

徳　光　吐　苦 

杉　山　り　つ 

 

 

…瓜　生　昭　枝 

…松　倉　和　子 

 

…岡　澤　チズ子 

…笹　田　冨士子 

…矢　沢　ますえ 

 

…中　田　治　子 

…岩　田　ふじえ 

…嶋　崎　ミ　エ 

…永　江　栄　子 

…宮　坂　敬　子 

…清　水　チ　ヨ 

 

…井　山　一　文 

れいめい 

ひきだし 

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。 
返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。 

文化交流館 
新刊図書・ビデオ 案内 

農業は有望ビジネスである！（一般書） 
著：涌井徹／刊：東洋経済 

アイス・エイジ2（アニメ・DVD） 
20世紀 フォックス エンターテイメント ジャパン 

パイレーツ・オブ・カリビアン 
〈デッドマンズ・チェスト〉（映画・DVD） 
ブエナビスタ　ホームエンターテイメント 

　21歳で秋田県に入植し、大規模米作に取り組んだ著者。その
後、国の減反政策と真っ向から戦いながら、「自分たちの米は自分
たちで売る」ための会社を設立する。当時は正規ルートを介さな
い「ヤミ米農家」と国や農協から非難されつづけた会社を、いま
や「新農業政策のモデルケース」と呼ばれる有力企業に育て上げ
た著者が、夜明けを迎えた日本農業の無限の可能性を語る。 

　りんりんは、きょうりゅう
のあかちゃんです。お友だち
と毎日元気いっぱいに遊んで
いますが、まだ「ぷきゅっ　
ぷきゅっ」としか言えません
。りんりんのかあさんは、い
つ話せるようになるのかと、
だんだん心配になってきまし
た。そこで14匹の子どもがい
る、ぶたのかあさんに相談す
ることに。あせらなくても大
丈夫、と安心させてくれるパ
パママに読んで欲しい絵本。 

　シリーズ第二弾。かつてブラックパ
ール号を手に入れるため、ジャックは
自分の魂と引き換えに、深海の悪霊デ
イヴィ・ジョーンズと「血の契約」を
交わしていた。その契約も期限切れが
近づく。永遠の地獄の労役から逃れる
唯一の方法は「死者の宝箱」を手に入
れること。ジャックはその宝箱を追い
始める。しかしその時、カリブの海に
封印された、恐るべき秘密が蘇ろうと
していた・・・。（150分） 

　氷河期のころ、地球に住む
動物たちの間で「あと5日で氷
が解け、大洪水が起こる！」
という不吉な予言がひろまっ
た。マンモスのマニーと仲間
たちは、安全な場所へ向けて
出発した。途中、フクロネズ
ミの兄弟やかわいいメスのマ
ンモスと出会うが、水の中か
らは水性爬虫類が、空からは
ハゲワシが襲いかかり・・・。
マニーたちの運命は？そして
地球の運命は？（91分） 

ぷきゅっ（絵本） 
著：かさいまり／刊：アリス館 

12Higashikawa  2007 June



    

を
も
っ
て
、
そ
れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す 

る
よ
う
に
努
め
ま
す
。 

　
先
ほ
ど
の
血
液
検
査
の
例
な
ら
ば
、

数
値
を
も
っ
て
病
気
と
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
状
態
で
安
ら
か
に
過
ご

せ
る
な
ら
ば
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。
し

か
し
一
方
、
そ
の
異
常
の
裏
に
病
が

隠
れ
て
い
る
時
、
将
来
明
ら
か
な
病

に
発
展
す
る
可
能
性
を
考
え
た
時
、

そ
れ
を
防
ぐ
よ
う
協
力
す
る
の
で
す
。 

　
さ
て
、
最
近
よ
く
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
。
皆

さ
ん
も
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
。 

　
そ
れ
自
体
は
明
ら
か
な
病
気
で
は

な
く
、
リ
ス
ク
の
蓄
積
状
態
、
将
来

の
重
篤
（
と
く
）
な
病
に
進
展
す
る

可
能
性
が
高
い
状
態
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
次
回
か
ら
、
最
近
増
え
て
い
る
脳

梗
塞
や
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
な
ど
の

虚
血
性
心
疾
患
、
そ
の
発
症
母
体
の

ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
に
つ
い
て
お
話
し
ま

し
ょ
う
。 

（
町
立
診
療
所
副
所
長
　
中
田
宏
志
医
師
） 

       

　
今
回
か
ら
投
稿
欄
を
い
た
だ
き
、

健
康
と
病
気
（
特
に
生
活
習
慣
病
）、

そ
し
て
予
防
に
つ
い
て
お
話
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
病
気
と
は
心
身
が
病
ん
だ
状
態
で

す
。
一
方
、
健
康
と
は
心
身
が
健
や

か
に
、
安
ら
か
に
保
た
れ
た
状
態
で

す
。
検
査
等
で
異
常
値
を
示
さ
れ
た

ら
…
。
健
や
か
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
が
、
一
概
に
病
気
と
は
言
え
な
い

で
し
ょ
う
。
む
し
ろ
「
○
○
が
高
い

で
す
ね
。
×
×
が
悪
い
で
す
ね
」
の

医
者
の
一
言
が
（
病
は
気
か
ら
と
い

う
わ
け
で
も
な
い
で
し
ょ
う
が
…
）

病
気
を
作
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

　
で
は
病
気
に
な
っ
た
ら
…
。
病
を

癒
（
い
や
）
す
の
は
、
医
者
の
力
で

は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。
生
体
自

体
に
備
わ
っ
て
い
る
治
癒
（
ゆ
）
力
、

回
復
力
で
す
。 

　
私
た
ち
は
医
学
的
な
さ
ま
ざ
ま
な

知
識
と
経
験
、
種
々
の
薬
物
・
機
器 

だいせつざんのすがお 

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の標識を立てる仕事がありました。旭岳の天辺に
も深い穴を掘って道標を立てました。50センチほ
どで水が染み出てきて、1メートルぐらいまで掘
り進むと土が凍っています。永久凍土です。中岳
分岐では20センチメートル程度でジャバジャバの
水が湧いてきます。１メートル横はお鉢平の深い 
谷なのに、何故かこの水は中岳温泉の方に滲み出
し、ピウケナイ川から忠別川を経て石狩川に向か
います。 
 
　東川の水は、東川生まれなのです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
天からの贈り物 
 
　雨粒一つ一つが、雪の結晶一枚一枚が、大雪の
山々に降り、積もり、大地に染み込みいつしか壮
大なドラマを生み出します。永久の営み。 
　五月が過ぎ、六月になっても山にはたくさん雪
が残っています。あんなにも頑固だった雪も日差
しや雨、風には勝てず、雫を落としながら表情を
緩めていきます。この一滴の雫は一体どこへ行く
のでしょうか。 
 
　旭岳を見ると岩や砂れきだらけの山肌をさらけ
出しているように見えますが、なんとも不思議な
ことに、この山は水の山だったのです。大雪山全
部が大きな水がめという訳です。二十数年前、山 

新 こ
わ
〜
い
〝
メ
タ
ボ
〞 
の
正
体
と
防
ぎ
方
① 

忠別川 

文：ヌタプカウシペ店主　春菜　秀則 

大雪山の素顔 

　
中
田
の「
健
康
に
ば
ん
ざ
い
」 
Dr.
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英語指導助手/アシュリー・ペトゥルッチ 

            W
ould you speak m

ore slow
ly, 

please? 

（
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
話
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
か
）
英
会
話
で

最
初
に
習
う
表
現
で
す
ね
。
役

に
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

こ
ん
な
こ
と
も
多
い
の
で
は
？

　
例
え
ば
バ
ス
停
。
親
切
そ
う

な
人
に
尋
ね
ま
す
。 

W
hat tim

e does the next bus 

com
e? 

（
次
の
バ
ス
は
何
時
で
す
か
）と
。 

相
手
は
答
え
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。 

「
イ
ル
ビ
カ
ミ
イ
ナ
バ
ウ
・
タ

ナ
ワ
ー
」。 

　
イ
ナ
バ
ウ
ワ
ー
？
？
？
わ
か

ら
な
い
の
で 

W
ould you speak m

ore slow
ly, 

please? 

と
聞
い
て
み
ま
す
。 

す
る
と
相
手
は
親
切
に
〝
ゆ
っ

く
ー
り
〞
繰
り
返
し
て
く
れ
ま 

す
。 

「
イ
ー
ル
ビ
ー
カ
ミ
ー
イ
ナ
ー

バ
ウ
ー
タ
ナ
ー
」 

　
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
い
ま
い

に
笑
顔
を
浮
か
べ
て
「
サ
ン
キ

ュ
ー
」
と
言
っ
て
立
ち
去
っ
た

り
な
ん
か
し
て
。
で
も
こ
の
返

事
、紙
に
書
い
て
あ
れ
ば 

It w
ill be com

ing in about an 

hour. 

（
一
時
間
く
ら
い
で
バ
ス
が
来

る
）
と
わ
か
る
か
も
。 

　
あ
あ
、
そ
れ
な
の
に
聞
き
取

る
の
は
大
変
。
英
語
を
難
し
く

し
て
い
る
の
が
こ
の
英
語
特
有

の
音
の
崩
れ
や
連
結
で
す
。 

　
こ
れ
を
攻
略
す
れ
ば
一
気
に

聞
く
の
も
話
す
の
も
楽
に
な
り

ま
す
。 

　
こ
う
や
り
ま
す
。
ま
ず
Ｃ
Ｄ

付
き
の
テ
キ
ス
ト
を
一
冊
用
意

し
ま
す
。
参
考
ま
で
に
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｉ
Ｃ
（
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
幅
広
く
評
価
す

る
世
界
共
通
の
テ
ス
ト
）
は
、

毎
分
語
数
１
４
０
で
す
。
こ
れ

く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
十
分
で

す
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
を
徹
底
的
に
リ

ピ
ー
ト
（
口
ま
ね
）
し
ま
す
。 

テ
キ
ス
ト
を
見
な
い
で
リ
ピ
ー

ト
で
き
る
頃
に
は
、
聞
き
取
り

ど
こ
ろ
か
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
も
バ

ッ
チ
リ
で
す
。 

英語学習指導員　宮地晶子の 

エイゴのマナビカタ 

第38回 

もう少しゆっくり話してもらえませんか 

【ちょっと豆知識】 
Socks：ソックスの最後の s は複数の s です。片方だけなら sock（ソック）。 
映画で靴下を探す シーンをよく見かけますね。[ Where is my sock? ]　こんな表現を使います。靴 shoes も、片方なら shoe 
シュー。見つからないときは[ I can't find my shoe! ] と言ってください。靴屋もシューズショップではなくシューショップと
なぜか単数扱い。ついでにシュークリームは靴用クリームのこと。お菓子のシュークリームは、クリームパフですよ。 

ペチャクチャ 
カナダ人 
ペチャクチャ 
カナダ人 

Celebrating Fathers! 
　While Japan has its share of unique celebrations, Canada also has a 
variety of diverse occasions. In Canada, June 17th is Father's Day, 
where families take the time to celebrate fathers, either through gift-
giving, special meals, or fun outings. The advent of Father's Day 
always leads to the following conversation between my father and I: 
Ashlee: Hey Dad, what do you want for Father's Day? 
Dad: Nothing - I don't need anything. 
Ashlee: So, what, I'm supposed to get you nothing for Father's 
Day? 
Dad: Okay, fine; socks. (Note: Socks are NOT considered a 
decent Father's Day gift - my father is being sarcastic...) 
　Allow me to explain the point of this dialogue. 
Inadvertently, my father has taught me an important 
message about Father's Day. While giving and receiving 
gifts is a lovely token of affection, the most important 
aspect of Father's Day is not the object wrapped in fancy 
paper, but the time spent with the great men in your 
lives! 

父の日 

　日本、カナダといろいろ違いがあるけど、父

の日って共通なんですね。 

今年は6月17日ですが、今年も家族は贈り物やご馳

走、お出かけなどでお祝いをすることでしょう。父

の日が近づくと、我が家では決まってこんな会話に

なります。 

私：お父さん、父の日は何がいい？ 

父：何にもいらない。 

私：父の日なのに私がなんにもあげないで済むと思う？ 

父：わかったわかった。じゃあ、ソックスでいいよ。 

（もちろんソックスは父の日にふさわしい贈り物とは言え

ず父はただ皮肉っているのです。） 

　この会話で図らずも父が大事なことを伝えているようで

す。というのも贈り物は確かに愛情表現だけど、一番大切な

のは、おしゃれな包装紙に包まれた物ではなく、大切なお父

さんと一緒に過ごす時間だと。　　　　　　　　（訳：宮地晶子） 
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せ
」
で
あ
り
、
折
角
の
見
て
く
だ
さ
い

も
見
逃
し
が
多
く
な
っ
て
「
出
し
た
の

だ
か
ら
い
い
と
い
う
も
の
で
も
な
い
」

と
切
り
返
す
の
は
困
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
と
こ
ろ
で
、
「
目
は
口
程
に
物 

を
言
う
」
と
い
わ
れ
る
こ
と 

か
ら
、
「
目
付
き
」
に 

気
を
つ
け
な
い
と 

「
と
ん
だ
失
敗
や 

誤
解
」
を
招
く
こ 

と
に
も
な
る
の
で
、 

為
レ

念
。 

　
複
線
…
道
路
も 

鉄
路
も
複
線
化
へ
と 

進
展
し
て
い
る
現
在
に 

あ
っ
て
、
未
だ
単
線
路
は 

多
い
の
も
ま
た
実
状
で
あ
る
。 

五
月
の
大
型
連
休
の
ピ
ー
ク
に
は
四
十

粁
に
も
及
ぶ
車
の
渋
滞
が
続
く
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
正
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
物

凄
さ
を
実
感
す
る
と
共
に
、
車
時
代
の

エ
ン
ド
レ
ス
（
終
わ
り
の
な
い
）
は
と

思
う
の
も
、
ペ
ー
パ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー

に
終
わ
っ
た
者
の
僻
み
根
性
丸
出
し
か
。

　
さ
て
、
複
線
と
は
二
本
ま
た
は
そ
れ 

以
上
の
線
で
あ
り
、
複
線
軌
道
の
略
で

あ
る
。
ひ
が
し
か
わ
に
は
二
名
の
副
町

長
に
よ
る
行
政
が
ス
タ
ー
ト
し
て
「
よ

り
良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
に
努

め
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
も
複
線
の

ス
タ
ッ
フ
体
制
で
あ
り
、
町
に
確
か
で

さ
わ
や
か
な
新
風
が
そ
よ
ぎ
、
尚
一
層

活
力
あ
る
町
づ
く
り
が
大
い
に
期
待
さ 

れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
再
確
認

　
し
た
い
こ
と
、
そ
れ
は
↓
複
線
化
に

　
　
　
　
は
路
盤
の
拡
充
や
運
行
の
調

　
　
　
　
　
　
整
が
重
要
に
な
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
為
レ

念
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紫
外
線
…
菫
外

　
　
　
　
　
　
　
　
線
（
ス
ミ
レ
色
の

　
　
　
　
　
　
　
　
外
線
）
と
も
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
紫
外
線
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
波
長
が
可
視
光

　
　
　
　
　
　
　
線
（
人
が
肉
眼
で
感

　
　
　
　
　
　
じ
る
光
の
電
磁
波
）
よ

　
　
　
　
　
り
短
く
、
Ｘ
線
（
レ
ン
ト

　
　
　
ゲ
ン
線
）
よ
り
も
長
い
と
さ
れ

る
。
強
い
化
学
作
用
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
真
夏
の
太
陽
の
光（
直
射
日
光
）を

正
面
に
長
時
間
浴
び
る
こ
と
は
皮
膚
に

よ
く
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
紫
外
線
写
真
と
い
う
の
は
、

石
英
と
蛍
石
で
作
っ
た
特
殊
レ
ン
ズ
と

特
殊
乾
板
を
使
い
、
紫
外
線
を
あ
て
て

撮
影
す
る
写
真
と
い
わ
れ
、
美
容
・
医 

学
・
工
業
検
査
・
鑑
識
捜
査
な
ど
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
の
は 

「
必
要
悪
や
無
用
の
用
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
何
で
も
「
ほ
ど
ほ
ど
が
大
事
」

と
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、
紫
外
線
も
使

い
方
に
よ
っ
て
は
「
薬
も
毒
、
毒
も
薬
」

と
な
る
。
つ
ま
り
、
「
ほ
ど
ほ
ど
の
難

し
さ
や
使
い
方
の
善
し
悪
し
に
よ
っ
て

結
果
が
変
化
す
る
」
の
で
あ
る
。 

　
ひ
と
つ
の
例
え
を
い
え
ば
、
何
か
の

「
線
引
き
・
歯
止
め
・
境
界
線
な
ど
」

を
決
め
る
に
は
「
よ
り
的
確
な
計
画
と

実
行
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
、
規
制
緩
和
策
が
こ
の

例
に
な
る
の
で
、
為
レ

念
。 

　
と
に
か
く
、
線
の
つ
く
熟
語
も
数
限

り
な
い
の
で
、
（
そ
の
二
）
線
で
は
大

分
脱
線
し
て
し
ま
っ
た
。
町
の
風
の
吹

き
回
し
や
如
何
…
で
あ
ろ
う
か
。 

 

　
　
　
　
　
前
中
央
分
館
長 

　

　

 

尾

池

隆

男

 

　
一
九
五
九
（
昭
三
四
）
年
㈱
美
術
出

版
社
初
版
カ
デ
ン
ス
キ
ー
（
西
田
秀
穂

訳
）
の
点
・
線
・
面
に
よ
る
と
、
点
と

は
「
考
え
う
る
か
ぎ
り
小
さ
い
も
の
、

そ
し
て
丸
い
も
の
、
小
さ
い
円
の
こ
と
」

と
定
義
し
、
線
と
は
「
動
く
点
の
軌
跡

で
あ
り
、
点
の
所
産
」
で
あ
る
と
い
う
。

要
す
る
に
点
の
連
続
が
線
で
あ
る
か
ら
、

線
に
つ
い
て
の
雑
記
を
試
み
よ
う
。 

　
視
線
…
目
が
注
が
れ
て
い
る
方
向
や
、

も
の
を
見
つ
め
て
い
る
目
の
向
き
を
視

線
と
い
い
、
よ
く
「
何
と
な
く
視
線
を

感
じ
る
」
と
か
「
視
線
を
そ
ら
す
」
な

ど
と
使
う
。 

　
視
線
を
感
じ
る
時
や
場
所
と
い
え
ば
、

何
か
ば
つ
が
悪
い
（
調
子
や
都
合
が
悪

い
）
・
き
ま
り
が
悪
い
な
ど
、
ま
た
或

る
種
の
期
待
や
不
安
に
対
す
る
心
理
状

態
を
い
う
し
、
視
線
を
そ
ら
す
の
も
一

見
似
た
よ
う
な
言
い
方
と
も
い
え
る
。

　
「
何
を
・
い
つ
・
ど
こ
で
」
の
大
切

さ
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
「
見
て
い

る
の
に
見
な
い
・
見
え
な
い
・
見
て
い

な
い
」
と
い
わ
れ
る
の
が
各
種
の
「
た

よ
り
・
通
信
・
広
報
・
案
内
・
お
知
ら 

点
・
線
・
面
（
そ
の
二
）
線 
町の風 

お
わ
び
…
五
月
号
の
訂
正 

①
三
段
目
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の「
ュ
」を
削
除
。 

②
四
段
目『
図
説
の
と
お
り
で
あ
る
し「
梃
子
で 

も
…
」』は
、　『
図
説
の
と
お
り
で
あ
る
し
、「
梃 

子
で
も
…
」』。 

③
『
…
頑
固
者
」
増
え
続
け
る
…
』
は
『
頑
固 

　
者
』
の
…
』
。 

雑
記
抄 

 

・
・ 

　
・
・
・ 

 
   

す
ご 

  

　
　
　
　
　
　
　
ひ
が 

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お 

      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん 

           

ま 

と 

も 

   

　
　
か
ん 
ぱ
ん 

        

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

あ 

 

　
　
　
　
　
た
と 

    

れ
い 
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15％ 

20％ 

30％ 

33％ 

43％ 

50％ 

住 民 税 が 変 わ り ま す  
平成19年度から税源移譲 

　各地方団体（町など）が自 
主性を発揮し、より身近な行 
政サービスを行うために進め 
られてきた三位一体改革。そ 
の一環として、国の所得税か 
ら地方の住民税へ３兆円の税 
源移譲が行われます。 
 
　平成19年度分町道民税の納税は、給与所得者(給与天引き)は6月から、年金受給者や個人事業
者などは7月に納付書が発布されます。住民税額及び納付等に関する個別相談は税務住民課（役
場１階3番・４番窓口）で随時受付けておりますので、お気軽にお越しください。 

■住民税所得割の税率は１０％に統一されます 
　住民税と所得割の税率はこれまで、所得に応じて３段階になっていました。これを所得の多少
に関わらず一律10％に変わることになりました。 
 

■納税者の負担は基本的に変わりません 
　住民税については最低税率が５％→10％に引き上げ、最高税率が13％→10％に引き下げとな
っていますが、所得税は逆に最低税率が10％→５％に引き下げ、最高税率が37％→40％に引き
上げとなります。税源移譲の前後で「所得税+住民税」の納税者の負担は基本的には変わりま
せん。 

 
 
 
 
 
 
 
 
　●課税所得とは？　 給与や年金などは税法上「収入」と呼ばれるものです。「課税所得金額」
　　とは、この「収入」から給与所得控除や公的年金控除、基礎控除、扶養控除、社会保険料控
　　除といった諸控除を差し引いた残りの金額のことです。この「課税所得金額」に税率をかけ
　　たものが「税額」になります。 

330超～700（695）万円 

700（695）超～900万円 

900超～1,800万円 

1,800万円超 

●課税所得金額 ●税源移譲前の税率（町道民税+所得税） 

は町道民税の税率 

●税源移譲後の税率（町道民税+所得税） 

　　0超～200（195）万円 
　（ ）の数字は所得税の場合 

200（195）超～330万円 

は所得税の税率 

5％ 10％ 5％ 15％ 

20％ 

30％ 

33％ 

43％ 

50％ 

10％ 10％ 

20％ 20％ 

23％ 

33％ 

40％ 

20％ 

30％ 

37％ 

10％ 
10％ 

13％ 

町民税６％ 
道民税４％ 

■その他の主な税制改正（平成19年度分の住民税） 
 
１．65才以上の方の非課税措置の廃止に伴う経過措置 
　平成17年１月１日現在において65歳以上（昭和15年1月2日以前生まれ）の方で前年（平成18

年中）の合計所得が125万円以下の方については、次の経過措置が適用されます。 
 
 
 
 
 
 
 

２．定率減税の廃止 
　平成19年度分から所得割額の7.5％（上限2万円）の定率減税が廃止されます。 
 

均等割 

所得割 

本来の税額の3分の1を減額し、2,600円を課税 
（町民税2,000円　道民税600円） 

本来の税額の3分の1を減額し、3分の2を課税 

なお、平成18年度分は3分の2を
減額し、3分の1を課税（均等割
は、1,300円）されていました。
そして、平成20年度分からは、
この経過措置は廃止されます。 

モデルケース①　税源移譲、定率減税などによる給与所得者への影響 

条件・子ども2人のうち1人は特定扶養に該当 
　　・一定の社会保険料控除があるものとして計算 
　　・町道民税には均等割4,000円を含む 

項　目 

税　額 

（定率減税） 

税　額 
　（百円未満切捨） 

　　税源移譲前（平成18年） 
 所得税 　　町道民　　 合計（A)  

　　税源移譲後（平成19年） 
所得税      町道民税 合計（B） 

負担増減額 
   （B-A） 

119,000円 

▲11,900円 

107,100円 

59,000円 

0［廃止］ 

59,500円 

139,500円 

0［廃止］ 

139,500円 

199,000円 

0［廃止］ 

199,000円 

0円 

17,600円 

17,600円 

199,000円 

▲17,600円 

177,400円 

80,000円 

▲5,700円 

70,300円 

移譲前 移譲後 行政サービス 

住民税 

所得税 国庫補助金 

住民 

国 

地方 

行政サービス 

住民税 
+3兆円 

所得税 
△3兆円 

国庫補助金 

住民 

国 

地方 

■納税の方法により、影響時期が異なります 

納税者 所得税 住民税 

サラリーマン 

年金受給者 

個人事業者 
（農業・店舗経営者等） 

平成19年１月～平成19年12月  
（毎月、給与天引き）  
・・・⇒　年末調整 

平成19年６月～平成20年５月 
（毎月）  
〔給与天引き〕 

平成19年７月～  
（７月、９月、11月、翌年１月） 
〔各人が納付〕 

平成19年７月～  
（７月、９月、11月、翌年１月） 
〔各人が納付〕 

平成19年２月～  
（２ヶ月ごとに、年金より天引き）  
・・・⇒　確定申告（平成20年２～３月） 

平成20年２月～３月（確定申告）  
※予定納税がある方  
（平成19年７月、11月） 

特に、サラリーマンを
はじめとする納税者の
多くは、平成19年1月
から所得税が減り、平
成19年６月からその
分住民税が増えること
になります。 

モデルケース②　税源移譲、定率減税などによる年金所得者への影響 

項 目  

住民税　所得割額           

　定 率 減 税           

　経 過 措 置           

住民税　均等割額           

所 得 税            

　定 率 減 税           

税額（百円未満切捨） 

 

　ア 

　イ 

　(アーイ)×3分の2   

　経過措置3分の1  

　           

　         

　　　　       

●夫婦（夫70歳）2人・年金収入年額240万円の場合 

条件・一定の社会保険料が控除されるものとして計算 

〔ご注意〕一般的な内容により作成していますので、各個人によって前提条件が異なります。 

税源移譲前（平成18年）  

　ア 

　　〔廃止〕 

　ア×3分の1 

　経過措置3分の2 

　 

　　〔廃止〕 

         

税源移譲後（平成19年） 負担増減額 

37,200円 

 

▲12,400円 

2,600円 

16,100円 

 

43,500円 

 

18,300円 

 

1,300円 

▲12,800円 
 

6,800円 

21,100円 

▲1,600円 

▲13,000円 

1,300円 

32,200円 

▲3,220円 

36,700円 

お問い合わせ及び納税の相談は下記まで。窓口相談も随時行っています。 
東川町役場税務住民課　税務係・収納係　a82－2111
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「
表
現
の
手
法
５
」（
40
、
41
ペ
ー
ジ
）

の
「
写
真
を
使
っ
て
」
の
教
材
と
し
て

「
北
海
道
上
川
郡
の
東
川
町
で
は
、
毎

年
、
全
国
高
校
写
真
選
手
権
大
会
『
写

真
甲
子
園
』が
行
わ
れ
て
い
る
…
」と
、

写
真
甲
子
園
２
０
０
５
優
勝
校
の
旭
川

工
業
高
校
作
品
「
魔
女
が
や
っ
て
き
た

日
〜
大
地
へ
の
悪
戯
〜
」（
組
写
真
８
点
）

と
兵
庫
県
立
香
寺
高
校
作
品
「
北
海
道

に
咲
い
た
華
」
（
組
写
真
12
点
の
中
の

１
点
）
が
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。 

   

　
初
め
て
手
に
す
る
本
格
的
カ
メ
ラ

と
撮
影
、
写
真
甲
子
園
出
場
へ
の
取

り
組
み
を
通
し
て
、
自
分
と
周
囲
を

取
り
巻
く
家
族
や
友
人
と
の
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
に
気
づ
き
、
自
分
自
身
と

向
き
合
っ
て
見
つ
め
直
し
て
い
く
、

と
い
う
青
春
ス
ト
ー
リ
ー
。 

　
本
中
で
は
、
全
国
の
高
校
生
に
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
て
、
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
子
園
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
Ｐ
Ｒ
も
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
ま
す
。 

「
写
真
甲
子
園
」が
高
校
美
術
教
科
書
に
登
場
し
ま
す 

コ
ミ
ッ
ク「
写
真
の
神
様
」が
単
行
本
で
発
売
へ 

  

　
高
校
で
採
用
に
な
る
平
成
20
年
度

用
高
等
学
校
用
芸
術
科
（
美
術
）
の

教
科
書
、
美
術
２
（
光
村
図
書
刊
、

56
ペ
ー
ジ
）
に
、
写
真
の
町
事
業
と

し
て
本
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
写

真
甲
子
園
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

　
学
校
の
教
科
書 

に
本
町
の
「
写
真 

の
町
」
の
取
り
組 

み
が
登
場
す
る
の 

は
初
め
て
。 

   

　
月
刊
「
Ｔ
ｈ
ｅ
デ
ザ
ー
ト
」
４
月

号
（
講
談
社
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
漫

画
、
写
真
の
神
様
（
漫
画
・
岡
井
ハ

ル
コ
、
原
作
・
山
崎
由
美
）
が
、
５

月
11
日
、
同
名
の
単
行
本
「
写
真
の

神
様
」
（
講
談
社
刊
、
ポ
ケ
ッ
ト
版

定
価
３
９
０
円
（
税
別
）
）
と
し
て

全
国
発
売
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
、
幼
友

達
の
男
子
同
級
生
と
一
緒
に
、
３
人

チ
ー
ム
を
組
ん
で
「
写
真
甲
子
園
」

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
主
人
公
、

16
歳
の
女
子
高
校
生
「
ヒ
ナ
」。 

平成19年度から延滞金の徴収を行います　 
　延滞金は、税（料）金が納期限後に納付された場合に、その納期限の翌日から納付され
た日までの期間に応じて、一定割合で徴収される金銭で、納期限内に納付した方との実質
的な負担の公平と納期内の納付の促進を図るための制度の一環として設けられているもの
です。 
　町では、平成19年度より、税金並びに公営住宅使用料、下水道使用料、保育料等の税
外諸収入金について、納期限後に納付され延滞金が発生した場合には、延滞金を徴収する
ことになりましたので、納期限内に納付を済まされますようお願いします。なお、特別な
事情があって、納期限内に納付することが困難な場合は、必ず納付相談を行ってください。 
 
○延滞金の算定方法 
　本来納めるべき額に、納期限の翌日から納
付の日までの日数に応じ、年14.6％（ただ
し、納期限の翌日から１カ月を過ぎる日まで
は「年7.3％」と「前年の11月30日における
日本銀行法に規定する商業手形の割引率に
４％を加えた割合」のいずれか低い方の割合。
※平成19年は4.4％）を乗じた額となり、
100円未満の端数を切り捨て、1,000円から徴収いたします。 

○延滞金発生の目安 

 

10,000円 

20,000円 

50,000円 

100,000円 

延滞金発生までの日数 

お問い合わせ及び納付の相談：税務住民課収納係（a82‐2111内線121・122） 

概ね 

概ね 

概ね 

概ね 

271日 

146日 

71日 

46日 

滞納額 
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■東川町役場　　　　�
■改善センター（公民館）�
■文化交流館�
■文化ギャラリー�
■B&G海洋センター�
■町立診療所�
■大雪消防組合東消防署�
■道草館　　　　�

82－2111
82－3200
82－4245
82－4700
82－4600
82－2101
83－0119
68－4777

�������������

町
か
ら
の
お
知
ら
せ�

�

「
町
長
へ
の
手
紙
」
で
多
く
の
意
見

や
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た�

　
　
　
　
　
　 

企
画
総
務
課
地
域
自
治
推
進
室�

　
平
成
18
年
度
中
、
「
町
長
へ
の
手
紙
」

は
46
通
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
様

々
な
意
見
や
要
望
、
苦
情
な
ど
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。�

　
匿
名
の
手
紙
が
4
割
を
超
え
て
い
ま

し
た
が
、
記
名
し
て
あ
っ
た
方
へ
は
町

長
か
ら
回
答
い
た
し
ま
し
た
。�

【
提
案
（
意
見
）
】�

　
○
道
路
を
き
れ
い
に
し
て
写
真
写
り

の
良
い
町
○
宅
地
の
拡
大
○
写
真
バ
ン

ク
○
旭
岳
源
水
Ｐ
Ｒ
ラ
ベ
ル
の
作
成
‐

な
ど
と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。�

【
要
望
（
実
現
を
望
む
）
】�

　
○
信
号
機
や
交
差
点
ミ
ラ
ー
の
設
置�

�������������

保
健
・
福
祉�

�

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出�

　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係�

　
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提
出
が
必
要

で
す
。
各
受
給
者
宛
て
に
５
月
31
日
付

け
で
案
内
を
発
送
（
公
務
員
の
方
は
別

途
各
職
場
か
ら
案
内
）
し
て
お
り
ま
す
。

期
日
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。�

児
童
手
当
法
に
基
づ
き
、
毎
年
６
月
１

日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
受
給

者
の
前
年
の
所
得
及
び
養
育
状
況
等
を

確
認
す
る
た
め
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。�

　
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
で
東
川
町

に
住
民
登
録
の
な
い
方
は
、
平
成
19
年

１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
地
に
お
い

て
平
成
19
年
度
（
平
成
18
年
分
）
児
童�

内　訳�

提　　　案�

要　　　望�

苦　　　情�

質問その他�

合　　　計�

16�

25�

14�

12�

67

24�

37�

21�

18�

100

区　分� 件　数�割合（％）�

10日�
13日�
16日� �������������������������

町
議
会
定
例
会�

　
平
成
19
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

13
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
3
日

間
開
会
予
定
で
す
。�

　
町
長
・
町
議
会
議
員
の
選
挙
後
初
の

定
例
会
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
の
行
政

執
行
方
針
、
教
育
執
行
方
針
を
は
じ
め
、�

�

�������������

政
策
関
連
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
る

な
ど
、
重
要
な
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
す
。

一
般
質
問
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

多
く
の
皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。�

○
６
月
13
日（
水
）午
前
９
時
30
分
開
会�

・
行
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方

針
そ
の
他
議
案�

○
６
月
14
日（
木
）午
前
９
時
30
分
開
会�

・
一
般
質
問
・
被
表
彰
者
の
推
薦�

○
６
月
15
日（
金
）午
前
９
時
30
分
開
会�

・
土
地
開
発
公
社
、
振
興
公
社
の
報
告

そ
の
他
議
案�

　
な
お
、
会
期
等
に
変
更
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

�������������

○
町
道
や
道
道
の
補
修
○
検
診
日
時
の

見
直
し
○
町
営
バ
ス
昇
降
ス
テ
ッ
プ
の

改
善
○
野
良
猫
の
駆
除
○
公
園
遊
具
の

整
備
○
議
員
定
数
の
削
減
‐
を
望
む
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。�

【
苦
情
（
不
満
）
】�

　
○
健
診
や
予
防
接
種
の
実
施
日
程
○

野
焼
き
○
臨
時
職
員
の
雇
用
○
悪
臭
や

騒
音
○
除
雪
対
策
‐
に
関
す
る
苦
情
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。�

【
質
問
・
そ
の
他
】�

　
○
避
難
訓
練
実
施
検
討
○
写
真
甲
子

園
の
効
果
○
町
税
の
使
途
○
地
域
自
治

組
織
の
設
立
状
況
‐
な
ど
と
い
う
質
問

の
ほ
か
、
街
灯
に
対
す
る
お
礼
の
手
紙

も
あ
り
ま
し
た
。�

�

６月の行事�
第一小、第二小、第三小各運動会�
町議会第2回定例会（15日まで）�
幼児センター運動会�
山開き安全祈願祭（午後３時半、勇駒�
別神社、旭平第１展望台）、バーベキュ�
ーパーティー（午後６時、旭岳野営場）、�
ヌプリコロカムイノミ（午後７時、同）�

くらし�
・�

ネットワーク�

行政区�

4南区�
�

西区�
�

西町3丁目�｛�
｛�
｛�

人のうごき�
（4月16～5月15日）（敬称略）�

お 誕 生 �
生まれた子�
寺林　杏花音（あかね） �
山本　竜　聖（りゅうせい）�
�
おくやみ�
亡き人�
林　惠子�
大久保信雄�
山田　敏子�
青木進太郎�
秋山　司�
馬場　芳英�
原田　正芳�
�
ご 結 婚 �
山田　真也�
森　　禎恵�

曽根　康文�
佐々木景子�

北　　雅仁�
三浦　真紀�
�
人口・世帯数　4月末日現在�
人　口／�
　男　／�
　女　／�
世帯数／�
出　生／�
死　亡／�
転　入／�
転　出／�

行政区�
北町2丁目�
17区西町�

母�
美絵�
直美�

父�
貴司�
徳�

歳�
54歳�
85歳�
74歳�
88歳�
71歳�
80歳�
83歳�

届出人�
林　敏雄�
大久保　し子�
山田　孝夫�
青木　勝正�
秋山　恭徳�
馬場喜美子�
原田ミヤ子 

行政区�
東町3丁目�
12区�
12区�
25区�
7南区�
北町2丁目�
南町3丁目�

7,740人�
3,697人�
4,043人�
3,117戸�

8人�
5人�

160人�
64人�

（前月比+99人）�
（前月比+38人）�
（前月比+61人）�
（前月比+72戸）�
�
�
�
�
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前
夫
を
父
と
し
な
い
非
嫡
出

子
の
出
生
届
（
母
が
再
婚
し

て
い
る
場
合
は
、
後
夫
を
父

と
す
る
嫡
出
子
の
出
生
届
）

を
で
き
ま
す
。�

【
届
出
の
原
則
】�

　
父
母
の
離
婚
後
３
０
０
日
以
内

に
生
ま
れ
た
子
は
、
前
夫
の
子
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
前
夫
を
父
親
と

す
る
嫡
出
子
の
出
生
届
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
　
　
　
　
（
民
法
第
７
７
２
条
）�

【
５
月
21
日
以
後
】�

　
婚
姻
の
解
消
ま
た
は
取
り
消
し

（
離
婚
）
後
３
０
０
日
以
内
に
生

ま
れ
た
子
の
う
ち
、
医
師
の
作
成

し
た
証
明
書
（
一
定
の
様
式
が
必

要
）
を
添
付
し
て
届
出
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
医
師
の
証
明
と
は
、

婚
姻
の
解
消
ま
た
は
取
り
消
し
後

の
懐
胎
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き

る
こ
と
で
す
。� x

く

ら

し

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

�

く

ら

し

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

�

手
当
用
所
得
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

下
さ
い
。�

　
児
童
の
住
所
が
東
川
町
に
な
い
場
合

は
、
児
童
の
住
民
票
が
必
要
で
す
。�

提
出
期
限
　
６
月
29
日
（
金
）�

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
（
※
６
月
以
降
に
受

給
資
格
が
消
滅
す
る
場
合
で
も
必
要
）
。�

お
問
い
合
わ
せ
　
保
健
福
祉
課
社
会
福

祉
係
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
５
０
１
）�

�

年
金
受
け
取
り
の
「
現
況
確
認
」
方

法
が
変
わ
っ
て
い
ま
す�

　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課
保
険
年
金
係�

　
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
の
現
況

確
認
が
、
住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
現

況
確
認
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。�

　
「
現
況
確
認
」
は
、
今
ま
で
年
１
回

誕
生
月
に
現
況
届
（
は
が
き
）
を
提
出

す
る
こ
と
で
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
該

当
の
方
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
で
現
況
確
認

で
き
た
場
合
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ

ー
か
ら
、
誕
生
月
の
前
月
ま
で
に
現
況

届
不
要
の
通
知
が
郵
送
さ
れ
て
き
ま
す
。�

　
住
基
ネ
ッ
ト
で
現
況
確
認
で
き
な
か

っ
た
方
は
、
誕
生
月
の
前
月
ま
で
に
従

来
ど
お
り
現
況
届
（
は
が
き
）
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
住
民
票
コ
ー
ド
記
入
欄
に

記
入
す
る
コ
ー
ド
番
号
を
確
認
し
、
併

せ
て
必
要
事
項
を
記
入
し
た
現
況
届�

�

助
成
の
額
及
び
期
間
　�

　
特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用
に
つ

い
て
、
１
回
の
治
療
に
つ
き
10
万
円
ま

で
、
１
年
度
当
た
り
２
回
を
限
度
。
期

間
は
通
算
５
年
間
。�

詳
細
・
お
問
い
合
わ
せ
　
上
川
保
健
福

祉
事
務
所
保
健
福
祉
部
a
46
―
５
９
９

０
、
道
保
健
福
祉
部
子
ど
も
未
来
推
進

局
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
a
０
１
１

―
２
３
１
―
４
１
１
１
（
内
線
25
―
７

７
０
）
ま
で
。�

�

不
妊
の
悩
み
は
気
軽
に
コ
ー
ル�

　
不
妊
治
療
の
検
査
っ
て
ど
ん
な
も
の

？
近
く
に
不
妊
治
療
し
て
く
れ
る
病
院

は
？
な
ど
、
不
妊
の
こ
と
で
知
り
た
い

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
不
妊
専
門
相
談
セ

ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

窓
口
・
旭
川
医
科
大
学
産
婦
人
科
a
68

―
２
５
６
８�

専
門
相
談
　
毎
週
火
曜
日
（
詳
細
は
予

約
時
に
確
認
）
。�

�

離
婚
後
に
生
ま
れ
た
子
供
の
届
出
は
？�

　
今
年
５
月
21
日
以
後
、
子
供
の
出
生

届
の
取
り
扱
い
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。�

詳
し
く
は
法
務
局
（
旭
川
地
方
法
務
局

戸
籍
課
a
53
―
３
１
７
４
）
、
町
税
務

住
民
課
戸
籍
係
a
82
―
２
１
１
１
ま
で
。�

��

ン
ス
を
考
え
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
・
調
理
実
習
・
試
食
。
希
望
者
は
体

脂
肪
測
定
も
あ
り
ま
す
。�

持
ち
物
　
筆
記
道
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾�

費
用
　
食
材
料
の
一
部
と
し
て
１
０
０

円
負
担
。�

お
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
栄

養
士
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
５
０
４
）�

�

不
妊
治
療
費
の
助
成
内
容
が
変
わ
り

ま
し
た�

　
不
妊
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の
経
済

負
担
の
軽
減
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
道

は
平
成
16
年
10
月
１
日
か
ら
特
定
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
助
成
額
及
び
所
得
制
限
が
今
年
４

月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。�

対
象
と
な
る
治
療�

　
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精（
以
下「
特

定
不
妊
治
療
」
と
い
う
）
だ
け
で
す
。

対
象
者
　�

　
次
の
い
ず
れ
の
要
件
に
も
当
て
は
ま

る
方
で
す
。�

①
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
道
内
に
住

所
を
有
す
る
こ
と
（
札
幌
市
、
旭
川
市

及
び
函
館
市
を
除
く
）
。�

②
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
こ
と
。�

③
知
事
が
指
定
し
た
医
療
機
関
で
治
療

し
た
こ
と
。�

④
夫
婦
の
前
年
の
所
得
（
合
計
額
）
が

７
３
０
万
円
未
満
。�

を
提
出
く
だ
さ
い
。
翌
年
度
以
降
の
現

況
届
の
提
出
が
不
要
に
な
り
ま
す
。�

　
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
平
成
14
年
に
家

族
全
員
分
の
通
知
表
を
郵
送
い
た
し
ま

し
た
が
、
お
手
元
に
見
当
た
ら
な
い
場

合
は
、
役
場
戸
籍
窓
口
で
再
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
本
人
確
認

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
保
険
証

等
）
を
ご
持
参
の
上
、
再
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。�

お
問
い
合
わ
せ
　
旭
川
社
会
保
険
事
務

所
a
26
―
４
４
８
６
、
保
健
福
祉
課
保

険
年
金
係
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
１

２
３
）
。�

�

「
栄
養
教
室
」
の
開
催�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
課�

　
生
活
習
慣
病
が
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
食
事
の
不
適
切
な
摂
取
、
運
動
不

足
な
ど
が
原
因
で
す
。
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
、
身
近
な
材

料
を
使
っ
た
料
理
の
調
理
実
習
を
通
し

て
、
味
付
け
と
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
え

た
食
生
活
の
見
直
し
と
健
康
を
考
え
ま

し
ょ
う
（
栄
養
教
室
は
、
希
望
す
る
方

は
食
生
活
改
善
推
進
員
と
な
る
単
位
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
。�

対
象
　
町
民
な
ら
ど
な
た
で
も
可
。�

日
時
　
６
月
19
日
（
火
）
午
前
10
時
〜

午
後
零
時
30
分
こ
ろ
ま
で
。�

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
「
『
食
生
活
チ
ェ
ッ
ク
』
バ
ラ�

７月２日（月）～６日（金）の５日間�
受診日ごとに地区割りします。受診案内をよく�
ご覧ください（受診票は、各行政区の家族の健�
康を守る会委員から配布されます）。�
�
基本健診…30歳から74歳までの方。�
肺がん（結核）検診…40歳から74歳までの方。�
対象年齢は、平成20年3月末日での年齢です。�
※75歳以上の方は、10月に町立診療所で実施�
　予定の高齢者健診を受診してください。�

○ がん検診�

６月26日（火）、７月11日（水）、26日（木）�実 施 日 �
�
�
会 　 場 �
�
�
�
時 　 間 �
�
�
�
�
対 象 者 �
�
�
�
�
�
�
�料 　 金

�
�
�
�
�
�申し込み

�
�
�
締め切り�
�
�
�

そ の 他 �

�
実 施 日 �
�
�
�
�
�
対 象 者 �
�
�
�
会　　場�
�
受付時間�
�

料　　金��
�
�
検査内容�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
そ の 他 �

旭川がん検診センター�
（保健福祉センターからバスで送迎）�

午前７時50分までに保健福祉センター�
に集合�

子宮がん　　　　　20歳以上の女性�
乳がん　　　　　　40歳以上の女性�
胃・大腸がん　　　35歳以上の方�
肺がん　　　　　　40歳以上の方�
（平成20年３月31日での年齢です）�

乳がん（Ｘ線検査含む）�
子宮・胃がん�
大腸・肺がん�
超音波�
子宮体部（必要な方のみ）�

2,000円�
1,500円�
1,000円�
500円�
1,000円�

新聞折り込みで配布された申し込み用�
チラシに必要事項を記入し、保健福祉�
課保健指導係まで（電話受け付け可）。�

保健福祉センターで実施していた検診�
は廃止し、旭川がん検診センターでの�
検診（送迎検診と個別検診）だけに変わ�
りました。�

６月８日（金）�

○ 基本健診（旧成人病検診）、肺がん（結核）検診�

保健福祉センター�

・ Ｃ型肝炎ウイルスの検査を実施しています。�
　対象者は、節目の年齢の方（今年度40歳に達�
　する方）、過去に肝機能の異常を指摘された�
　ことのある方等です。ただし、この検査だけ�
　単独で受けることはできません。�
・ 転入等で受診票が配布されていない方でも、�
　対象であれば受診できます。保健福祉センタ�
　ーへお越しください。�
・今年度から肺がん（結核）検診の地区巡回は�
　廃止になり、保健福祉センターだけの実施です。�
・７月に実施していた厚生連ミニドックは、11�
　月末の予定です。�
・基本健診を受診された方は、厚生連ミニドッ�
　クは受診できません。ご注意ください。�

基本健診…血液検査・尿検査・身体計測・問診�
　　　　　・血圧測定・診察・心電図・腹囲測定�
肺がん（結核）検診…胸部ｪ線撮影（間接撮影）�

午前9時～11時30分�

基本健診　　　　　…500円�
肺がん（結核）検診…300円�

MRワクチン（麻しん・風しん混合ワクチン）第2期予防接種の実施�
　平成18年４月から麻しんと風しんの年２回接種制度が導入されています。２回目の接種は、�
小学校就学前の1年間、いわゆる幼稚園、保育所等の年長児が対象です。対象年齢のお子さん�
は、早めに接種することをお勧めします�
�

※麻しん、風しんの予防接種をまだ受けていない方、かかった方は、事前にお問い合わせください。�
お問い合わせ　保健福祉課保健指導係a82-2111(内線503)。�

接種時期�

平成19年４月～20年３月の毎週金曜日（祝日除く）　�

第１期� 第２期�

生後12カ月から24カ月に�
至るまで�

接種日程�

接種回数�
・ 料 金 �

受付時間�

接種場所�

５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間�
※今年度対象�
平成13年４月２日～14年４月１日生まれの子�

１回・無料（町で全額負担）� １回・無料（町で全額負担）�

町立診療所�

13:00～17:00

【持ち物】母子手帳、住所の確認ができるもの�
（健康保険証・乳幼児医療受給者証など）�
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く

ら

し

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

�

くらし�
・�

ネットワーク�

く

ら

し

・

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

�

町
営
バ
ス
の
運
休�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
建
設
課
維
持
係�

　
北
忠
別
線
の
第
６
便
（
道
草
館
前
19

時
08
分
発
）
は
、
６
月
１
日
（
金
）
か

ら
９
月
30
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
運
休

い
た
し
ま
す
。�

�

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
出
場
者

募
集�

　
　
　
　
　
　
　
　
東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会�

　
東
川
町
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
主
催
の
第

16
回
東
川
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会
長
杯
ミ
ニ

バ
レ
ー
大
会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。�

日
時
　
７
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら�会
場
　
東
川
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー�

種
目
　
①
混
成
40
歳
未
満
②
混
成
40
歳

以
上
③
混
成
50
歳
以
上
④
女
子�

参
加
資
格
　
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
愛

好
者�

参
加
料
　
１
人
１
０
０
０
円�

試
合
方
法
　
全
日
本
ミ
ニ
バ
レ
ー
協
会

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ル
ー
ル�

審
判
・
表
彰
　
各
チ
ー
ム
相
互
審
判
、

各
部
門
１
〜
３
位
ま
で
表
彰�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
７
月
18
日

（
必
着
）
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
、

早
坂
さ
ん
（
東
川
町
西
町
８
丁
目
a
82

―
４
６
２
１
）
ま
で
。�

��

　
詳
し
く
は
同
協
会
a
03
―
３
３
５
４

―
２
２
０
７
ま
で
。�

�

　
社
協
だ
よ
り�

�

　
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご�

　
ざ
い
ま
す�

　
　
４
月
16
日
か
ら
５
月
15
日
ま
で�

　
に
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
を
い�

　
た
だ
き
ま
し
た
方
は
、
次
の
と
お�

　
り
で
す
。�

　
《
ご
香
典
の
返
礼
に
か
え
て
》
　�

　
西
区
　
　
　
　
　
坂
田
ト
シ
子
様�

　
東
町
３
丁
目
　
　
林
　
　
敏
雄
様�

　
12
区
　
　
　
　
　
山
田
　
孝
夫
様�

　
25
区
　
　
　
　
　
青
木
　
勝
正
様�

　
７
南
　
　
　
　
　
秋
山
喜
代
子
様�

　
北
町
２
丁
目
　
　
馬
場
喜
美
子
様�

�

が
平
穏
に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
警
察
で

は
密
入
国
、
不
法
滞
在
、
不
法
就
労
等

に
対
す
る
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
旭
川
東
警
察
署
警
備
課
外
事

係
a
34
―
０
１
１
０
ま
で
。�

�

税
務
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
川
東
税
務
署�

　
札
幌
国
税
局
で
は
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
人
事
院
が
実
施
す
る
国

家
公
務
員
採
用
Ⅲ
（
税
務
）
試
験
の
最

終
合
格
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

採
用
試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

受
験
資
格
　
昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者�

試
験
の
程
度
　
高
等
学
校
卒
業
程
度�

受
験
申
込
期
間
　
６
月
26
日
（
火
）
〜

７
月
３
日
（
火
）�

受
験
申
込
先
　
〒
０
６
０
―
０
０
４
２

　
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目
　
人

事
院
北
海
道
事
務
局
a
０
１
１
―
２
４

１
―
１
２
４
８�

第
１
次
試
験
　
９
月
９
日
（
日
）
《
教

養
試
験
、
適
性
試
験
、
作
文
試
験
》
※

合
格
者
発
表
日
は
10
月
11
日
（
木
）�

第
２
次
試
験
　
10
月
18
日
（
木
）
〜
10

月
25
日
（
木
）
ま
で
の
指
定
す
る
１
日

《
人
物
試
験
、
身
体
検
査
》�

最
終
合
格
者
発
表
日
　
11
月
15
日
（
木
）�

お
問
い
合
わ
せ
　
申
込
用
紙
の
請
求
な

ど
、
詳
細
は
札
幌
国
税
局
人
事
第
二
課�

人
事
専
門
官
（
採
用
担
当
）
a
０
１
１

―
２
３
１
―
５
０
１
１
（
内
２
３
１
５
）

ま
た
は
旭
川
東
税
務
署
総
務
課
a
23
―

６
２
９
１�

�

憲
法
講
座
の
開
催�

　
東
川
９
条
の
会
は
、
６
月
30
日
午
後

６
時
半
か
ら
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ

ー
研
修
室
で
憲
法
講
座
を
開
き
ま
す
。�

　
テ
ー
マ
は
「
自
衛
隊
と
は
違
憲
な
の

で
し
ょ
う
か
？
恵
庭
、
長
沼
事
件
の
判

例
か
ら
学
ぶ
」
。
講
師
は
弁
護
士
の
近

藤
伸
生
氏
。
問
い
合
わ
せ
は
千
葉
さ
ん

a
82
―
５
３
６
５
ま
で
。�

�

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
の
参
加

者
募
集�

　
　
　
　
　
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会�

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

小
、
中
学
生
を
対
象
に
し
て
、
野
外
活

動
を
通
じ
て
在
日
外
国
人
と
交
流
す
る

夏
休
み
交
流
キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。�

期
間
　
８
月
１
〜
５
日�

場
所
　
山
梨
県
山
中
湖
村
営
山
中
湖
キ

ャ
ン
プ
場�

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生�

定
員
　
１
４
０
人�

締
め
切
り
　
７
月
６
日�

参
加
費
　
小
学
生
８
万
円
、
中
学
生
11

万
２
０
０
０
円
（
い
ず
れ
も
千
歳
空
港

発
着
料
金
）�

７
月
、
旭
川
空
港
の
駐
車
場
が
有
料

に
な
り
ま
す�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
川
空
港
ビ
ル
㈱�

　
旭
川
空
港
（
東
神
楽
町
東
２
線
16
号
）

の
駐
車
場
が
７
月
１
日
か
ら
有
料
に
な

り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
旭
川
空
港
ビ

ル
㈱
a
83
―
３
９
３
９
ま
で
。�

料
金
　
１
時
間
１
０
０
円
（
１
日
上
限

５
０
０
円
）
、
１
泊
５
０
０
円�

時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
９
時
30
分�

�

不
正
軽
油
の
使
用
を
や
め
ま
し
ょ
う�

　
　
　
　
　
　
上
川
支
庁
地
域
振
興
部
課
税
課�

　
７
月
は
不
正
軽
油
の
使
用
取
り
締
ま

り
強
化
月
間
で
す
。
ダ
ン
プ
、
ト
ラ
ッ

ク
の
燃
料
に
灯
油
や
重
油
を
使
っ
て
い

た
り
、
倉
庫
、
納
屋
な
ど
に
タ
ン
ク
ロ

ー
リ
ー
の
出
入
り
を
見
か
け
た
ら
、
す

ぐ
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
a
０
１
２
０
―
９
７
１
―
１
９
１�

�

６
月
は
外
国
人
の
不
法
滞
在
、
不
法

就
労
防
止
月
間
で
す�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
川
東
警
察
署�

　
外
国
人
の
不
法
滞
在
者
、
不
法
就
労

者
を
原
因
と
す
る
犯
罪
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。�

　
外
国
人
の
不
法
滞
在
者
は
、
国
内
に

約
25
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
部

分
が
不
法
に
就
労
し
、
犯
罪
の
温
床
と

な
る
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

適
法
に
滞
在
し
て
い
る
多
く
の
外
国
人�

教
育
委
員
会
か
ら�

�
マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座

の
受
講
生
募
集�

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課�

　
マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座

の
受
講
希
望
生
を
募
っ
て
い
ま
す
。�

　
町
民
、
町
内
在
住
、
ま
た
は
町
内
に

勤
務
す
る
方
な
ら
、
希
望
者
（
５
人
以

上
）
が
集
ま
れ
ば
誰
で
も
開
催
で
き
ま

す
。
グ
ル
ー
プ
が
出
来
た
ら
、
教
育
委

員
会
に
開
設
申
請
書
（
学
習
計
画
書
を

含
む
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
分
野
は
、
趣
味
娯
楽
、
家
庭
生
活
、

文
化
教
養
、
健
康
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
。
現
在
の
講
座
候
補
は
①
陶
芸
②

英
会
話
③
押
し
花
④
写
真
⑤
ク
ラ
フ
ト

⑥
染
め
物
⑦
編
み
物
⑧
絵
画
⑨
着
付
け

⑩
書
道
⑪
和
裁
⑫
切
り
絵
⑬
パ
ソ
コ
ン

⑭
太
極
拳
⑮
卓
球
⑯
ス
キ
ー
⑰
テ
ニ
ポ

ン
⑱
パ
ン
作
り
―
な
ど
。
講
座
内
容
の

要
望
な
ど
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。�

　
希
望
コ
ー
ス
は
で
き
る
だ
け
開
催
に

努
め
ま
す
が
、
適
当
な
講
師
が
見
つ
か

ら
ず
、
講
座
が
開
催
で
き
な
い
場
合
は

ご
了
承
く
だ
さ
い
。�

　
会
場
は
、
町
公
共
施
設
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
分
野
に
よ
っ
て
は
、
町
外
施

設
も
使
用
可
）
。
開
設
期
間
は
、
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で
。�

経
費
は
、
１
講
座
１
回
１
人
５
０
０
円
。

講
師
謝
金
は
、
１
講
座
５
回
を
限
度
に�

�

教
育
委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。
た
だ
し

材
料
な
ど
個
人
に
係
る
経
費
は
自
己
負

担
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
都
合
で
欠
席
さ
れ
て
も
参
加
料
は
返

却
で
き
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い�

（
計
画
回
数
分
を
申
し
込
み
の
時
に
一

括
納
入
願
い
ま
す
）
。�

お
申
し
込
み
　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
a
82
―
２
１
１
１
（
内
線
５
８
６
）
。�

��

「みんなでつくろうあったか」標語（平成18年度入選作品）�

「あったかい　魔法のことば　ありがとう」�優秀賞�

（中学生の部　2年　大泉　結芽）�

そ
　
の
　
他�

�

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施

の
ご
案
内�

　
　
　
　
　
　
地
域
自
治
推
進
室
環
境
衛
生
係�

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
狂
犬
病
予

防
法
で
生
涯
に
一
度
の
登
録
と
、
年
に

一
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
次
の
と
お
り
犬
の
新
規
登
録
及
び
狂

犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。
ま
だ

お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
必
ず
お
受
け

く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
動
物
病
院
等
で
狂
犬
病
予
防

注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
狂
犬
病
予
防

注
射
済
み
票
を
交
付
し
ま
す
（
手
数
料

５
５
０
円
）
。
地
域
自
治
推
進
室
環
境

衛
生
係
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。�

実
施
日
時
　
６
月
９
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
12
時
ま
で�

場
所
　
東
川
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
横�

料
金
　
犬
の
新
規
登
録
料
３
０
０
０
円

／
狂
犬
病
予
防
注
射
３
０
４
０
円�

※
犬
の
フ
ン
に
対
す
る
苦
情
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

犬
を
散
歩
さ
せ
る
時
は
、
フ
ン
を
持
ち

帰
る
た
め
の
袋
を
持
参
し
、
必
ず
フ
ン

を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。�

�

広報の配布に�
ご協力いただきありがとうございます。�
　広報の配布には各行政区役員などの皆様の特段のご協

力をいただき、厚くお礼申し上げます。�

　お手数をおかけしますが、今後も引き続き速やかな配

付をお願いします。�

　なお、配付に当たっては次の事項に留意ください。�

（1）新しく転入された世帯や町内会に加入されていな

い世帯にも、併せて配付をお願いします。�

（2）毎月の広報の必要部数に増減があった場合はお手

数ですが企画総務課地域自治推進室までご連絡ください。�

随時（土、日、祝日を除く）�
午前8時30分～午後5時30分�
電話相談（来室可）�
a82‐4225

6月の教育相談�
相 談 日 �
時 　 間 �
相談要領�
専用電話�

各種大会成績�

【卓球】�
◆第37回会長杯争奪シングルス�
大会兼第35回ＴＳＰ杯争奪大会�
（12、13日・旭川市総合体育館）�
▼斉藤　拓也（東川中）＝中学�
生の部３位�
【剣道】�
◆第26回旭川地区少年大会（６�
日・当麻町スポーツセンター）�
▼東川Ａ（丸田　丈、岡崎照大、�
高畠　遼、高畠　脩、山内沙菜）�
＝小学生の部（低学年３位）�
�

文化ギャラリー展示案内�
●5月23日(水)～6月4日(月)�
☆第11回フォーラム東川塾写真展�
☆フォトきらめき会員展‘07�
☆第9回ひかりクラブ写真展�
　＊6月5日(火)展示入替のため�
　　休館�
�
●6月6日(水)～6月19日(火)�
☆日本写真家連盟創立20周年記�
　念展�
　「四季の彩り」�
　＊6月20日(水)展示入替のため�
　　休館�

●6月21日(木)～7月4日(水) �
☆第11回日韓写真交流展�
☆石黒健治写真展�
　「若き獅子たちよ！60－70年�
　　代の肖像」�
�

�
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�
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　　　石黒健治�

　　　加賀まりこ　さん�
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公営住宅・特定公共賃貸住宅の入居者を募集します 

印鑑、平成18年1月から12月までの所得の状況が確認できる書類（所得証明、源泉徴収票など）、納税証明書、その他必要と認め 
る書類 

受付期間 

受付場所 

募集戸数 

持 ち 物 

6月1日（金）～22日（金） 

税務住民課住宅下水道係（役場庁舎1階4番窓口） 

4戸 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・3DK（57.0㎡) 
・1戸 
・1万600円～ 
　3万900円 

・3LDＫ（76.6㎡) 
・1戸（1階） 
・2万5500円～ 
　7万3900円 

・昭和53年 
・簡易耐火構造平屋建て 
・物置なし、駐車場なし 

・平成7年 
・鉄筋コンクリート造2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

入居者が用意するもの 
　浴槽、給湯ボイラー、井戸 
　ポンプ、灯油タンク 
※井戸ポンプ、灯油タンクについ 
ては、希望により前入居者のもの 
を使用することができます。詳細 
はお問い合わせください。 

公園団地C1

北団地A6

東町2丁目14番 

北町3丁目11番 

●公営住宅 

① 

② 

入
居
資
格 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・3LDＫ（80.9㎡) 
・1戸（2階） 
・5万6300円～ 
　7万4400円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・物置付き、駐車場1台 

南団地Ｂ3 南町1丁目6番 

●家族向け特定公共賃貸住宅 

③ 

入
居
資
格 

入
居
資
格 

公営住宅等入居者選考委員会を開催し、入居者を決定します。 
※選考委員会で決定されなかった場合は、公開抽選会を開催します。開催日は未定です。 
7月上旬 
家賃の3カ月分 
入居者と同等以上の収入のある方2名 
税務住民課住宅下水道係a82-2111（内線122） 

募集団地 場　所 間取り･戸数･家賃 建築年・構造・設備等 そ　の　他 

・1ＬＤＫ（37.2㎡) 
・1戸（2階） 
・3万400円～ 
　4万200円 

・平成11年 
・鉄筋コンクリート造2階建て 
・浴室（ユニットバス付き） 
・オール電化住宅 
・物置付き、駐車場1台 

アヴニールⅡ 西町１丁目９番 

●単身者用特定公共賃貸住宅 

④ 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 
（1）昭和31年4月2日以後に生まれた単身の方                              
（2）収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方 
※詳細はお問い合わせください。 

選 考 方 法  
 
入居予定日  
敷 金  
連帯保証人  
お問い合わせ 

（1）同居または同居しようとする親族（婚約中の方 
　  なども含む）がいる方 
※次のいずれかの要件に該当する場合は単身での入居が認 
　められます（ただし、身体・精神上著しい障がいがある 
　ため、居宅での生活が困難な場合は除かれます）。 
①昭和31年4月1日以前に生まれた方 
②身体障がい等級1級から4級までの方 
③精神障がい等級1級から3級までの方、知的障がい（精神 
　障がいの程度に相当）の方 
④被生活保護者、DV被害者、ハンセン病療養者など 

（2）世帯の収入金額が月額20万円以下 
※次のいずれかの要件に該当する場合は26万8,000円まで 
　基準額が引き上がります。 
①昭和31年4月1日以前に生まれた方で、かつ同居者のいずれもが昭 
　和31年4月1日以前生まれの場合、または18歳未満の方がいる場合 
②小学校就学の始期に達するまでの方がいる場合 
③身体障がい等級1級から4級までの方がいる場合 
④精神障がい等級1級から2級までの方がいる場合、知的障がい（精神 
　障がいの程度に相当）の方がいる場合 
⑤ハンセン病療養者の方などがいる場合 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 

町内に住所または勤務地を有する方および本町に居住を希望されている方で次の要件に該当する方 
（1）同居または同居しようとする親族がいる方                             
（2）世帯の収入金額が国で定める収入基準の範囲内の方、または入居後所得の上昇が見込まれる方 
※状況によって変わる場合がありますので、詳細はお問い合わせください。 

※家賃のほかに温水器、 
暖房機、調理器のリー 
ス料（月額3,360円） 
が別途必要です。 
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野
菜
料
理
で
ダ
イ
エ
ッ
ト 

 

■
野
菜
不
足
が
肥
満
を
招
く 

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
考
え
る
と
き
、
食

事
量
を
「
減
ら
す
」
こ
と
か
ら
始
め

る
と
、
多
く
の
人
が
「
つ
ら
い
」
と

感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
食
事
全
体
を
見
直
す
よ
り
も
、
ま

ず
野
菜
を
多
く
摂
る
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
ょ
う
。 

　
朝
食
と
昼
食
で
野
菜
を
充
分
と
れ

て
い
な
い
人
が
多
い
の
で
、
ま
ず
夕

食
で
し
っ
か
り
野
菜
を
と
る
よ
う
に

し
ま
す
。
野
菜
を
増
や
す
と
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
が
整
い
肉
や
主
食
を
摂
り

過
ぎ
な
い
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
野
菜
と
海
藻
・
き
の
こ
を
両
手
い

っ
ぱ
い
。
１
日
の
目
安
は
３
５
０
ｇ

で
す
。 

 

■
な
ぜ
や
せ
な
い
の
？
食
べ
方
間
違

　
い
発
見
！ 

 

問
題 

「
野
菜
は
サ
ラ
ダ
で
と
る
！
」 

　
そ
の
サ
ラ
ダ
は
野
菜
？ 

　
マ
カ
ロ
ニ
サ
ラ
ダ
、
ス
パ
ゲ
テ
イ

サ
ラ
ダ
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
シ
ー
フ

ー
ド
サ
ラ
ダ
。
サ
ラ
ダ
と
名
前
は
つ

い
て
も
野
菜
は
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り

と
い
う
料
理
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
「
サ
ラ
ダ
だ
か
ら
野
菜
を
摂

っ
て
い
る
」
と
誤
解
し
て
い
ま
せ
ん

か
？ 
 

問
題 

「
食
事
作
り
が
大
変
！
」
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
準
備 

　
野
菜
は
泥
を
落
と
し
た
り
、
皮
を 

む
い
た
り
す
る
下
準
備
が
面
倒
。
つ

い
野
菜
料
理
づ
く
り
が
敬
遠
さ
れ
ま

す
。
で
も
、
あ
ら
か
じ
め
切
っ
た
野

菜
を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
、
冷
凍

野
菜
を
使
う
と
い
う
方
法
も
。
お
総

菜
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
に
そ
れ
を

加
え
る
だ
け
で
も
バ
ラ
ン
ス
は
随
分

よ
く
な
り
ま
す
。 

 

問
題 

肉
は
食
べ
て
い
な
い
の
に
…
本
当
に

食
べ
て
い
な
い
？ 

　
「
肉
は
食
べ
て
い
ま
せ
ん
」
と
い

う
人
も
、
実
は
ギ
ョ
ー
ザ
や
カ
レ
ー
、

野
菜
炒
め
等
で
肉
を
と
っ
て
い
る
こ

と
を
自
覚
し
て
い
ま
せ
ん
。
か
た
ま

り
以
外
の
肉
は
「
肉
を
食
べ
て
い
る

」
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
よ
う
で
す
。

ま
た
肉
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
て
も

鍋
料
理
も
「
体
に
い
い
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
目
に
見
え
な
い
形
で
肉
を
食
べ
す

ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

 

■
バ
ラ
ン
ス
と
量
を
考
え
て
健
康
に 

 

　
毎
食
、
「
主
食
」
「
主
菜
」
「
副

菜
」
を
そ
ろ
え
、
牛
乳
・
乳
製
品
、

果
物
を
プ
ラ
ス
し
、
規
則
正
し
い
時

間
に
３
食
食
べ
、
満
腹
に
な
る
ま
で

食
べ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。 

　
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
身
体
に
よ

く
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
多
く
の
方

が
知
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
現
体
重
の
５
％
を
３
〜
６
カ
月
か

け
て
減
量
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
食

事
だ
け
で
な
く
適
度
の
運
動
を
取
り

入
れ
る
方
法
も
有
効
で
す
。 

   

▼
主
菜
が
豚
の
シ
ョ
ウ
ガ
焼
き 

　
　
　
　
　
　
　
（
材
料
／
２
人
分
） 

豚
も
も
肉
　
　
　
　
　
　
２
０
０
ｇ 

ａ
酒
・
正
油
・
み
り
ん
各
大
さ
じ
１ 

シ
ョ
ウ
ガ
の
す
り
お
ろ
し 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
／
２
か
け 

サ
ラ
ダ
油
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
１ 

ピ
ー
マ
ン
（
縦
に
細
く
切
る
）
１
個 

も
や
し
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
ｇ 

塩
・
こ
し
ょ
う
　
　
　
　
　
各
少
量 

　
　
《
作
り
方
》 

１
　
ａ
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
半
量
を
豚
肉

に
か
け
て
５
分
お
く
。 

２
　
フ
ラ
イ
パ
ン
に
半
量
の
油
を
熱
し

て
ピ
ー
マ
ン
と
も
や
し
を
炒
め
、
塩
・

こ
し
ょ
う
で
調
味
し
て
皿
に
盛
る
（
付

け
合
わ
せ
） 

３
　
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油
を
ふ
き
取
っ
て

残
り
の
油
を
熱
し
、
中
火
で
①
を
両
面

焼
き
色
が
つ
く
ま
で
焼
き
、
残
り
の
ａ

に
シ
ョ
ウ
ガ
を
加
え
混
ぜ
、
豚
肉
に
か

け
る
。
②
の
皿
に
盛
り
合
わ
せ
る
。 

 

▼
キ
ャ
ベ
ツ
と
キ
ュ
ウ
リ
の
ピ
ー
ナ
ッ

　
ツ
あ
え
　
　
　
（
材
料
／
２
人
分
） 

キ
ャ
ベ
ツ
　
　
　
　
　
　
２
０
０
ｇ 

キ
ュ
ウ
リ
　
　
　
　
　
　
１
０
０
ｇ 

塩
　
　
　
　
　
　
　
小
さ
じ
３
／
５ 

大
葉
（
せ
ん
切
り
）
　
　
　
　
２
枚 

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
20
ｇ 

砂
糖
・
正
油
・
酢
各
大
さ
じ
１
／
２ 

　
　
《
作
り
方
》 

１
　
キ
ャ
ベ
ツ
は
２
セ
ン
チ
角
に
切
り
、

キ
ュ
ウ
リ
は
小
口
切
り
に
す
る
。
ボ
ー

ル
に
合
わ
せ
入
れ
て
塩
を
加
え
て
も
み

汁
を
ギ
ュ
ッ
と
絞
る
。 

   

２
　
す
り
鉢
に
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
入
れ
て

粗
く
削
り
、
調
味
料
を
加
え
混
ぜ
合
わ

せ
る
。 

３
　
①
と
大
葉
を
合
わ
せ
て
②
で
あ
え

る
。 

 

▼
ネ
ギ
と
わ
か
め
の
ス
ー
プ 

　
　
　
　
　
　
　
（
材
料
／
２
人
分
） 

長
ネ
ギ
　
　
　
　
　
　
　
　
50
ｇ 

カ
ッ
ト
わ
か
め
（
乾
）
　
　
３
ｇ 

鶏
ガ
ラ
顆
粒
ブ
イ
ヨ
ン
小
さ
じ
２ 

水
　
　
　
　
　
　
　
　
２
カ
ッ
プ 

正
油
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
量 

　
　
《
作
り
方
》 

１
　
長
ネ
ギ
は
斜
め
に
薄
く
切
る
。
わ

か
め
は
水
で
戻
し
、
水
け
を
切
る
。 

２
　
鍋
に
ブ
イ
ヨ
ン
と
水
、
①
を
入
れ

て
中
火
に
か
け
、
煮
立
っ
た
ら
火
を
消

し
、
し
ょ
う
油
で
味
を
整
え
る
。 

５
月
号
の
訂
正 

　
表
紙
写
真
は
、
第
二
回
東
川
大
写

真
展
の
応
募
作
品
で
し
た
。 

　
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
の
写
真
サ
ー

ク
ル
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
川
塾
」
の
記

事
中
、
会
長
名
が
香
川
彗
会
長
と
あ

る
の
は
、
灰
田
弘
一
会
長
の
誤
り
で

す
。 

　
「
ペ
チ
ャ
ク
チ
ャ
カ
ナ
ダ
人
」「
エ

イ
ゴ
ノ
マ
ナ
ビ
カ
タ
」
の
訳
・
筆
者

名
は
宮
地
晶
子
さ
ん
で
す
。 

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

健だより 保 

た
っ
ぷ
り
野
菜
の
献
立
例 

た
っ
ぷ
り
野
菜
の
献
立
例 
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本誌の印刷には、大豆インクを使用しています。 
また用紙には再生紙（100％）を使用しています。 

おいしい手料理 

6月 June

保健カレンダー 
お問い合わせ 
●保健福祉課保健指導係　a82－2111

【6月分】 

【7月分】 

  1日 
 
 
  7日 
19日 
25日 
26日 
 
28日 

もぐもぐ教室 　　 申込制 
乳幼児健診 
　　　　　　（通知者以外は14：30～） 
親子ふれあい教室　申込制 
栄養教室 
子育て相談　　　  予約制 
がん検診（旭川がん検診センターへの送迎検診）  
　　　　　　　　　申込制 
3歳児健診   
※ 会場は保健福祉センターです！ 

（金） 
 
 
（木） 
（火） 
（月） 
（火） 
 
（木） 

13:00～14:00 
13:30～ 
 
10:00～11:30 
10:00～12:30 
　 
 
 
12:45～13:15

 2日 
11日 
12日 
17日 
19日 
25日 
26日 
30日 
31日 

基本健診、肺がん（結核）検診 
がん検診 
ごっくん教室・乳幼児健診 
移動献血車来庁 
元気っ子クッキング 
栄養教室 
がん検診 
子育て相談 
小学6年生二種混合予防接種接種期間 

（月） 
（水） 
（木） 
（火） 
（木） 
（水） 
（木） 
（月） 
（火） 

 6日 
 
　 
 
 
 
 

（金） ～ 

～8月3日（金） 

＜地域子育て支援センター＞ 
お問い合わせ・申し込み　 
東川町地域子育て支援センター（a82－5100） 
 
＜親子遊びの体験教室＞  予約制 　 
 １日（金）テーマ「1歳児さんお散歩」…10:00～11:30 
 ８日（金）テーマ「小麦粉粘土」………10:00～11:30 
22日（金）テーマ「ミニバレー」………10:00～11:30 
   
＜遊びの広場＞ 
（毎週月・火・水曜日プレイルーム開放）…9：00～12：00 
4日・5日・6日・11日・12日・13日・18日・19日
・20日・25日・26日・27日 
※会場は幼児センターです！ 
 
◆「手作り講座」 
好評の「陶芸教室」です。育児の情報交換の場とし
て、お子さんから離れてお母さんの時間を過ごしま
せんか？ 

対　象：家庭の親子ならどなたでも。 

　こんがり豚肉のサクサク感と、中の豆腐のふん
わり感が絶妙。簡単調理で冷えてもおいしい。お
弁当のおかずにもOKです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜材料＞（4人分、約580円） 
●木綿豆腐………400ｇ 
●豚バラ肉………８枚（約200g） 
●青しそ…………４枚 
●しょう油………大さじ１と1/2 
●塩・こしょう…各少々 
●サラダ油………大さじ１（A） 

 
＜作り方＞ 
①豆腐はペーパータオルで包んで水気を切ります。８つ
　に切って、しょう油（大さじ1と２分の1）を絡めて約
　15分間置きます（豆腐があまり大きいと、味が中まで
　浸みにくいので細めがいいですよ）。 
②①の水気をふき取り、青しそを巻いて薄く小麦粉を振
　ります。 
③豚バラ肉に塩、こしょうを振り、②の豆腐を巻きます。 
④フライパンにサラダ油大さじ1を熱し、③の巻き終わり
　を下にして中火で焼き、途中で返しながら全体に焼き
　色をつけます。（A）の調味料を合わせて回し入れ、時
　々返して絡めながら焼いて完成です〔ポイント：絡め
　る時、少し時間をかけると、味が浸みておいしくなる〕。 
　季節に応じて、アスパラやトマト、オレンジなど色取

　りを添えましょう。 
　　　　　　　　　　　　　（平田　節子さん） 
 
【食べて健康・豆知識】 
　大豆製品は、良質のたんぱく質、ビタミン、カルシ
ウムを豊富に含んでいます。食物繊維も含み、生活習
慣病の予防にも有効です。 
　木綿豆腐は、絹ごし豆腐よりもカルシウムが豊富で
す。豚バラ肉を豚もも肉に換えると亜鉛が豊富になり、
感染症の予防や、味覚、臭覚を正常に保つ働きも。カ
ロリーオフにもなります。 
 
　　　　　　　　　　　　　　　栄養士：中村　弘美 

【豆腐の豚肉巻き】 新 

●しょう油…大さじ１ 
●砂糖………小さじ１ 
●酒…………大さじ１ 
●みりん……小さじ１ 
●豆板醤……小さじ１ 

｛ （A） 


